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10年ばかり諸に安藤裕博土の熱心な提唱によって節足動物発生学談話会が生れた。会を開くこ

と、今回で10問、 10年ひと昔という音葉もあり、こ Lらで今迄の講横要旨を集めておこうとして

できたのがこの冊子である。

部足動物発生談話会ときくと特定の動物群の局限された問題を取扱ういかにも狭い分野の会の

ように思われるが、よく考えてみるとそんなことはない。現今その発生が最もよく研究されてい

る動物は脊犠動物・藤皮動物・第足穀物である。従来の全動物を大きな二つの群に分ける分け方

によれば脊樵動物と椋皮動物は後日動物に属し、節足動物は原口動物に属する。¥，、わば節足動物

は全動物の半ばの代表者・であり、その発生を研究することは動物界の半ばの発生を研究している

のだともいえる。

発足の当時会の名称を学会とせず談話会としたことには重要な意味があった。日本では学会と

いうとその築会の講演が演者の一方的発表に終ることが多い。われらの会では未完成の研究でも

ゆきづまった研究で、ももちこみ、同学者の批判にさらす。事実この会ではなした為に活路を見出

し研究を進められた部もいくつかあり、本談話会は日本の発生学界にそれなりの実識をしてきた

と思う O

さてこれから先どうするか? 一番先に患い若くことは日本の談話会から脱皮させて国捺的な

談話会とすることである。題目が狭すぎるなどという勿れ。われらの周りの人々が参加している

会にも国際トンボ学会。・国際ユスリカ学会などがあり、数年毎に全世界から 2、30人の同学者が

つで活発な意、見の交換をしている。菌際学会にする為にはあるいは名称を学会と改めた方が都

合がよい事情が生れるかもしれなし、が、たとえ名称が変ろうとも発見当時の初心は忘れてはなら

ない。

昭和 49年 4 月

f主 英 議



節足動物発生 学 談 話

第 10回記念刊行物

O 第 1回から第9回までの全講演を講演I1直に配列し、演題・演者(所属〉・英文タイト

ル・襲旨を収録してある。

。要皆や英文タイトノレの入っていないものは演者の都合によるものである。

O 要吉は講譲内容の簡単な予告の場合であってもそのまま収録した。

。図や表は割愛した。

O 演題の内容をふくむ文献の収録に務めた。

。会記事・記念写真も収めた。



第 1回(菅平)1963 

コケシロアリモドキ〔紡脚目〕の経子発生(予報〕

安藤裕〈東京教大・菅平生研〉

H. ANDO : Preliminary note8 of the embryonic deve-

lopment of Oligotoma jαponica OKAJI-

MA (Embioptera) 

鹿児島大学教育学部横山淳夫教授のご好意により，

コケシロアリモドキの卵を観察できたので，発生のあ

らましを述べる。

1. 卵巣は無滋養室型。産下直前の卵細胞は第 1成

熟分裂のや嬢を芝公す。

2. 佐橋;の型は階蛤日で見られるような invaginat-

ed typeで，寒撲と学撲は盛子の頭部で接する。

3. Inner layerは外眠薬の正中線に沿う部分の細

胞の育方への増強により形成される。

4. 明瞭な匪予反転を行なう。

5剛 上署警は 1対の原器として分化する。

6. 腹部第 1節に側関lが形成される。

7. 前脚鮒節の紡績腺は反転後に分化を開始し，際

化時には完成する。

8. コケシロアリモドキの発生様式はシロアりのそ

れ (Striebel， 1960)に最も近いように思われる。

ユスリカ poleceHsの電子顕微鏡によ{j研究

向田益音〈東京教大・潔・雲寺〉

M. OKADA : An attempt on electron microscopy of 

Chironomus pole α11s. A t<伐 hnicalnot巴，

双麹類の pol巴 cellsは Drosophilaでは細胞化学的

方法，電子顕微鏡等で研究されはじめている。

;rl，はセスジユスリカでこの polecellsを主として電

子綴微鏡により研究しているが，まだデータが出てい

ないので主としいてその闘定について述べる。

関定tこはOsO.，ホルマヲン， KMぉ0.，毒事を試みた

がいずれも卵をただその中に授けるだけでは満足な結

果は得られない。これは醤定液が卵内へ透らないため

である。 OS04については卵に穴をあけても豊富な脂

賀のため浸透が惑い。
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私は表面活性斉uさと含む洗剤のライポンで訴処理する

と，少なくとも卵絞，卵黄膜は 0804が浸透するよう

になることを見出した。しかし，これだけでは毘定像

が悪く，ライポン処理後適当時間固定してから卵を 2

つに勿断しなければならない。

KMn04についても今，回定法の確立を試みている。

ホノレ-<Yγは余りよくない。

オオニジュウヤホシテントウの卵巣の電子顕微鏡的嬢

察

松山崎守夫(福島大・学芸・生〉

M. MATSUZAKI : Electron microscopic observations 

on the Ovary of large 28 spotted 

!ady beetle. 

昆虫類の卵巣の形態を電子顕微鏡を周いて比較研究

する目的で9 まずオオユジュウヤホシテ γ トウの卵巣

左観察した結果，およそ次のことを知り得た。

1. 卵巣の形態は末端滋養室濯であ久栄養室下部

には nutritivecordが認められる。 Nutritivecordの

内部には網目状の er構造および核の破片ともみられ

る如き形状も観察された。

2. 卵形成過程において普通に見出される細胞質要

素は)er， ミトコンドリアであったが， 卵線胞の級般

質にはこれらの他にリポ蛋白穎粒，卵演粒および液胞

構造が観察された。

3. 卵黄膜が卵細胞の表層から分泌される物質によ

り形成されると語、わぜる像が得られた。

4. 卵形成に伴なう降胞の変化について一部の知見

を得た。

2f留のコガネムシE王子の癒着

後関暢夫(東京農大・昆〉

N. GOKAN : Fusion of two bε:etle embtyos. 

これらは実験の結果ではなく偶然のお来著主であるが

興味あることと思われるので報告する。

主主下蓬後の多数のヒメコガネ卵を，濡らした税鰐綿

を敷いた、ンャーレ中に入れ， 20
0
Cの償温下においた。

この際 1つの卵の卵殻がピンセットの先で破れ務援の
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卵に附着した。その状態のまま17日後にとり出し，固

定・染色して解剖した結果，卵殻の破れた卵の睦子も

第死することなく一部卵殻外に露出して発育し，かつ

隣接した正常な卵の卵殻を通してその隆子の前胸と癒

着していることを発見した。流出した部分は体の後半

で，はなはだしく変形しており器官の相同性はほとん

ど不明瞭である。卵殻内に残った部分もかなり変形し

ており，いちじるしい特徴は背面の伸長が進行してい

ないことである。癒着された匹子も頭蓋の不相称等

2.3の異常が見られる。

アメンボ卵に見出される巨大な竣膜細胞とその機能に

ついて

森 元(都立大・理・生〕

H. MORI: 

アメンボ卵の発生を観察中，奨膜の一部が分化し，

大型の柱状細胞となること，又，R至子の長軸中心の回

転運動後，この細胞群に外接する卵殻に局部的な染色

性の変化(ハイデンハイン鉄ヘマトキシリン染色〕が

起ることが報告された(第33回動物学会大会講演〕。こ

れらの事実は， E. Sliferによって Melanoplusで見

出された水孔細胞についての記録と明らかに類似する。

産卵後の生重量を測定した結果も，Melanoρlusの場

合と同様の傾向を示した。つまり，先の染色性の変化

が見出される以後の時期で，生重量の顕著な増加が起

るのである。以上のことから，この細胞群の機能が，

生重量変化，又は水のとりこみに関係があることが予

想されたので，匹の回転前，つまり卵殻の染色性の変

化がまだ起らず¥生重量も変らない時期に卵殻の外か

ら細胞群を加熱し，その結果を見た。分化に異常は起

らなかったが，生重量の増加量は，JfE子運動時の対照

130~150に対し，実験103~1l0という明らかな違いを

示し(実験開始時を 100とする〉更に陸子運動開始時

について24時間以上の遅れが起ることがわかった。加

熱の方法としては電気ハンダゴ‘テを用いた。 30V，1 

時間後には表面温度は7S
0

C土 2
0

Cでほぼ一定になる

(銅コンスタンタンで測定〉。接触時聞は 3~4 秒で，

毛細管にさしこんだ卵は空気中にあり，双眼顕微鏡下

で操作を行なった。

今後，このような実験卵について，卵殻の染色性の

変化の有無を調べ，又細胞群の活動期を明確にする予

定である。

蚕の卵

高見丈夫(農林蚕試〕

T. T AKAMI : Silkworm .egg. 

日本で普通に飼われている蚕は 1化性または 2化性

であるが，養蚕の都合上，すべて 1化になるように管

理している。従って，卵は越年性を持って生まれてく

るからこれをすぐ飼育に用いるのか，何カ月か後に勝

化させるのか，または翌年までおくのか，などの必要

に応じて，塩酸処理，低温処理，高温保護期間の調節，

冷蔵などを行なって目的の時期の飼育に間に合わせる

ようにする技術が成立している o この技術は，詮じ詰

めれば，JfE発生上の適期に適宜の処理を施して卵の休

眠を管理する方法といえるから，発生学に依存する処

が多く，発生学が直接に産業の一翼をになっている特

異な例であろう。

蚕卵の休眠については，最近，内分泌学的な研究が

はなばなしい成果をあげているが，卵を取扱う側から

いえば，ホノレモンだけでは問題は解決しない。例えば，

純粋種と交雑種，交雑種でも交配した雄が異なれば休

眠の経過や終結が相違するから，母体内で受けるホル

モンの影響は等しくても，休眠の様相は必らずしも同

じではない訳で，産卵後の経過を追って怪または卵内

物質の状態変化を追跡する発生学的な研究が必要にな

る。このような考えから，休眠の経過に伴なう細胞分

裂の消長，後休眠期初期における匪の発育と細胞分裂

との関係，卵外培養による目玉の発育，これらに伴なう

卵内物質の変化などについて仕事を進めている。

セスジユスリカ (Chironomusdorsalis)卵の紫外

線部分照射による重複眼の形成

矢島英雄(茨城大・文理・生〉

H. YAJIMA : Formation of double malformation em-

bryo by UV -partial irradiation of Chi-

ronomus dorsalis eggs. 

セスジユスリカの発生初期卵(分裂核が表層に達す



るまでの時期〉の遠心分離によって生じた分盾と関係

を持つ一連の崎形群が得られる。例えば卵の長軸に平

行に遠心力を与え，細胞質及び核が卵の前半に来るよ

うに遠心すると双頭匪が，細胞質・核が腔の後半に集

められれば双腹佐が得られ，その他，斜めに分層する

と種々な移行型が得られるといった状態である。

この事からJl'E子形質の決定因子の存在について次の

ように考えた。 1) 頭部形質を決める因子は卵の前極

俣jの半分にあり， 2) 腹部の決定因子は卵の後半に存

在し，の それら因子は遠心による不動の部分(例え

ば卵の表面)に存在すると。

そこで，これら因子の存在，その性質を吏に明らか

にするために，紫外線の卵部分照射の実験を試みた。

材料はユスリカの卵で，卵塊を野外から採集し，こ

れを次亜塩素酸ソーダ液に入れる事によって，寒天物

質を溶かし，卵をばらばらにする。この卵の一部をカ

ノミー・グラスで覆い，しかもその一端はワセリンで他

の部分に粘着させ，それを針で横から押す事によって

照射面積を変えられるようにした容器に装置し水中で

殺菌灯で照射した(このカパ-.グラスは照射した紫

外線のエネルギーの90%以上を遮断する〕。照射時聞は

0.5~4分。

結果は卵の後半%を照射した卵から双頭怪，卵の前

半%が照射された卵から双腹匪が得られた。その時形

の得られる処理時期は産卵直後から，核が表層に到着

後 1時間位までであった。その他，前端又は後端を欠

くJl'E，増殖した非分化細胞の塊を卵の中央又はその一

端にもつもの，死卵等が得られた。

以上から卵の前半拾には頭部を決める因子が，後半

%には腹部を決める因子の存在する事が明らかになり，

遠心実験を裏付けた。そして，紫外線の卵殻及び細胞

質の透過率の測定で，エネルギーの大半は表面で吸収

される事から，それらの因子は卵の表面近くに存在し，

又，使用した殺菌灯の含む主な紫外線波長は2537Aで，

これの照射により崎形が生ずる事は，これらの因子に

プリンとかピリミジγ基を持つ物質ー核酸等ーが関係

している事を示しているように思われる。
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第 2田(下回)1966 

カ=ムシの腔晴育

牧岡俊樹(東京教大・理・動〕

T. MAKIOKA : On an embryo-breeding of the pseu-

doscorpions. 

カニムシ類の目玉は母虫生殖門外に形成される粘液性

の育嚢中で発生する。 LUBBOCK(1861)は育嚢をもっ

カニムシの卵巣が著しく膨脹しており，そこで作られ

る栄養物質が育嚢中の妊に与えられることを見た。

METSCHNIKOFF(1871)及び BARROIS(1896)はカニ

ムシの版発生を観察し，Jl'E器官としての特殊な口器

(吸収装置〉を見出した。 VACHON(1938)は産卵後

の卵巣壁上皮細胞の分泌する栄養液が匪に一度， y¥i手化

後の幼生に一度供給され，口器を介して摂取されるこ

とを見た。

筆者は日本産のイソカニムシ Garypusjψοnicus 

において，産卵から幼生の育嚢離脱までの聞の発生過

程及びその聞の母虫卵巣における栄養液分泌の過程を

解剖学的及び組織学的に観察し，いくつかの知見を得

た。これらは今日までに知られたカニムシ類のJl'En甫育

現象と根本的には矛盾しないが細部において若干の新

しい内容を含んでいる。その主要な点は次の通りであ

る。

1. イソカニムシの成熟卵は油消でみたされており，

蛋白質卵黄をほとんど含まないようにみえる。

2. 卵巣上皮による栄養液の分泌活動は産卵後では

なく，産卵の約 1週間前からはじまる。

3. 栄養液は産卵後4日目から育嚢中に出現し，以

後約 1週間距は栄養液に浸って発生する。

4. 産卵後10日目に口器が完成すると，怪はまわり

の栄養液を口器を用いて吸収する。

5. 産卵後10日目と12日自に母虫腹部の急激な収縮

により，栄養液は育嚢中に送り出され，阪及び幼生の

口器から吸収される(肢は産卵後10日目に静化する〉。

以後卵巣は分泌活動を終って収縮する。

発生初期の駐が栄養液に浸っていることが明らかに

なったので，次には成熟卵中の卵黄と栄養液の組成を

比較することにより，匪晴育過程での栄養液の果す役

割を明らかにすることが当面の課題になると思われる。
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アオムシコマユバチの寄主特異性の研究

害警主モンシロチョウ幼虫の細胞性i功御反応を中心

として一一

北野日出男(東京学3芸大・生〉

H. KIT ANO : Studies on the host sp田 ificityof a 

braconid， Apαnteles glomeratus L. 

with special reference to cellul旦1・ defe-'-

nce reactions of its host， Pieris rapae 

crUCtvora. 

発生初期のクモ卵におけあ分裂核の移動と卵黄構造の

変化

近藤昭夫(東京教大・理・動〉

A. KONDO : The migration of the cleavage nuclei証nd

the arrangement of the yolk granules in 

th芭 earlyspider embryo. 

キムラゲモの異常陸について

き倉莫〈熊本大 e 漣・生〉

M. YOSHIKURA : On the deformed embryos of 

Heptathela是im前 ai.

電顕による数穫の昆虫卵の卵膜形成

松碕守夫〈穏島大・学芸・主主〉

M. MATSUZAKI : Formation of the egg membranes 

in several insects as seen with an 

eI日ctronmicroscope. 

カイコ休限目惑の電額約研究

岡田主主音(東京教大・理・動〉

M. OKADA : Electron microscope studies on diapause 

embryos of the silkworm， Bombyx mori 

L. 

カイコの休眠li:'Eと非休眠l版 (HCl処理によるもの〕

とを電子顕微鏡で観察すると両者の被紹構造には次の

ような差があることがわかった。

核:非休眠j庄ではクロマチンは均一に分布し，仁は

不士延期なアメーノミ様で，毅粒域，線維;域共に認められ

るo 休眠卵ではク R マチンは核膜の内部に凝着し，仁

は小型球型となり堅実粒域t土失なわれる。ミトコンドリ

ア:非休眠阪では小型で matrixの電子密度は比較的

高い。休眠経では長さがま援し，際手fとして m呂trixの電

子密度は下る。小限体:非休眠聡では小胞状，または

小型 cist告rna状である。 ライボソームは小総体膜に

附着しているものより遊離しているものの方が多い。

休日民恋では粗頭小総体が跨心丹状に巻き，中央には時

にミトコ γ ドリア，卵黄線粒などを取込んでいる。こ

の状態t土産卵後 1遊間{立までに特徴的で，その後は向

心円状のものの巻数が減少して行く。休眠卵を冷蔵し

て休駁を被ると核，小路体は非体E民卵様に戻るがミト

コγ ドリアは戻るのが遅れる。ライボソームの数が急

激に増加し，ポ習ソームが多数綴察されるようにな

るO

カブトガ二の後期怒，特{こ~~p句税皮と Iatel'轟1 Qr玄関

について

関口晃一〈東京教大・淫・動〉

K. SEKIGUCHI : On the日mbryonicmouIting and the 

i説teralorgan of the horse-sho号 crab.

カイコの応用発生学

高見丈夫〈農林省寮試・生涯〉

T. T AKAMI : Applied embryology in silkworm egg 

production. 

昆虫腔の頭部体節について

安藤裕(東京教大・理・菅平#:実〉

H. ANDO : On the head segmentation of insect em-

bryos. 



遠心分離，紫外線照射によるセスジユスリカの腔形質

決定に関する研究

矢島英雄(茨城大・文理・生〉

H. Y A]IMA : Studies of embryonic determination of 

Chironomus dorsalis by centrifugation 

and UV-irradiation of the egg. 

セスジユリスカ発生初期怪を核・透明細胞質が卵前

半に集まるよう遠心分離すると双頭睦が，それ等が卵

後半に集められると双駐が得られる。同様の重複眼が

卵の紫外線部分照射によっても得られる。即ち卵の前

部弘照射から双腹匹が，後部%照射から双頭怪が得ら

れる。この事はユスリカの頭部決定質は卵の前半に，

腹部決定質は卵後半に存在する事を暗示する。又，両

重複座に含まれない胸部形質はこれら 2つの決定質が

損傷を受けず健在する時に両者の相互作用により決定

されると考えられる。

更に照射紫外線のエネルギーの大半は卵表面で消費

される事および上述の重複駐は2537Aを主波長とする

殺萄灯による照射で得られるので，阿形質決定質は卵

表に存在し，夫々は核酸が何らかの形で関係すると考

えられる。

又，遠心分離では重複目白土核移動期を過ぎると得に

くいが，紫外線照射では絞移動後 1時間まで，重複眼

形成は可能である。この事は，ユスリカの駐形質決定

は核移動後 1時間位でおこり，遠心分離で核移動後重

複匪が得られないのは，核移動期以前の処理と同じよ

うな実験条件が作られにくい事によると思われる。

発生学・形態学・系統学上より見た申穀類の頭部体節

について

椎野季雄(三重大・水産・生〉

S. M. SHIINO : On the crustacean head segments 

viewed from the embryological， mor-

phological， and systematic standpoints. 

甲殻類の最小白白滋泳形たるノ，ープリウスは 3対の

付属肢をもっ。成体の脳はこれらの肢に対応する 3対

の神経節の合成になり，第4肢の第 1小顎神経節は食

道のうしろで横連鎖を形成する腹髄第 1神経節である。
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したがって甲殻類頭部は 3体節からなると考えられ勝

ちである。アミ・コノハエピ，タマエビなどでは発生

中にノープリウスの 3対の肢に対し，それぞれ中限葉

体節が形成され，小さな体腔さえ生ずる。その上，第 1

触角より前方に，内陸をもっ中医薬集塊の 1対があり，

触角前節中IA葉とよばれている。集塊はのちに上唇内

陸にはいるが，体腔形成のない触角前節中匪葉塊の形

成はシャコにおいて確認されている。イセエピではこ

の節は全く退化している。系統的に見て，節足動物に

は体節ではないが環形動物の口前葉に相当する先節が

理論的には存在していたはずである。これが現存の節

足動物体制のどの部分に当たるかは別として，甲殻類

のノープリウス体節，すなわち頭部は先節と，触角前

節，第 1触角，第2触角，大顎の 4体節の合成になる

ものと推測される。触角前節の前方に眼節なる中IA棄

がタマエピで報告されているが，疑問の点なしとしな

L 、。ただ，卵ノープりウスにおいて匪盤上にあたかも

体節の配列かのごとくに複眼神経節原基の形成される'

事実は，限節の存在を思わしめるものはあるが，これ

に関しては軟甲類以外の複眼形成のない亜綱における

器官形成が十分明らかになるのを待つほかはない。

昆虫発生生理学におけるドイツ学派

宮慶一郎(岩手大・農・応昆)

K. MIYA : Lineage of insect developmental physiology 

in Germany. 

昆虫の発生生哩学の進展に重要な役割りを果してい

る SEIDEL，KRAUSEおよびその門下生の最近の研究

結果を紹介し，併せて研究所内における日常の研究活

動，雰囲気などについて述べる。

昆虫卵の水分代謝

森元

H. MORI: 
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第 3題(多摩)1967 

モンシロヂ苔ウ幼虫Jl'iJ.ままに対するアオムシコマユバチ

#i~の被怒11:;組11:能カについて

北聖子宮前労〈東京学芸大・生〉

H. KIT ANO : Studies on the enc註psulation-inhibiting

capacity of APanteles eggs to larval 

hemocytes of Pieris rapae cruciVOl・a.

主主虫類はその徐i勾に可説的な築物が侵入した場合

haemocytic reaction (encapsulation) という主主体の防

都機構によって異物を処理している。ところが ha泊四

ual な関係にある host~parasite 跨では， host にとっ

て， parasiteの卵戒は幼虫は築物であるにもかかわら

ず〉この隊参事機擦がはたらかない。譲者はこの濠簡を

表題の hostと狩rasiteをFおいて研究し， haemocytic 

reaction制御の要聞は SALT，G. (1965)がヒメパチ

の 1種拾?出ritisでえた結男さと同様，コマユバチ郊の

表面を被っている物質に存在する察を示唆した。今関

は，今誌の実験結果と共に ovariole内の卵形成過税お

よび卵夜間を被っている物資の特性について考察を加

えてみたい。

多発体形成を遠じてみた蚕の隠と著書糞級感および綬緩

細胞との関係

高見丈夫(差是訴者懇試・生理〉

T. TAl王AMI: Embryonic cells， yoJk cells and serosal 

cells with special referenc思 topolyh日dral

formation in silkworm egg九

卵殻を除去して機養した郊に核控多角体病ウイルス

を援議した実験結楽である。

N2$におけるコガネムシ務の発奮

後関l惨炎(東京畿大・民)

N. GKOAN : Development of be巴tleeggs in nitrogen 

gas. 

無酸索中における昆虫卵の発生について実験生般学

的に考察する。

カイコ然強販の auto開 diographyによる核重量およ

び滋良質代総

務苦悩主主吉(策京教大.J議暢動〉

M. OKADA: Incorpor証tionof nuc¥eic且.cidsprecursors 

and呂minoacids Into diapause eggs of 

the silkworm. 

カ千コ卵に廷に百ridine，HLthymidi11eおよび C14-

アミノ酸を訟射して autoradiographyを試みた。これ

らの取込量の、滋長，取込みの行われる場所害事宅(;電子

顕微鏡による緩察の結果と合わせて述べる。

ウりハムシモドキの怒発生をめぐる問題点

2芝居室一郎・栗原守久・安藤喜一(岩手大・燥・応昆〉

K. MIYA， M. KURH主ARA，& Y. ANDO : Problems 

011 embryonic de明，]opmほntin the fals桂

melon b巴elle，Atrachya menetriesi. 

ウリハムシ』モドキはラジノグ p-パーの主要警察E設の

1つで，大部分年 1@]の発生で卵態越冬をする。現在

迄に得られた知見の大喜警は次の通りである。

1. 突起形成期で休眠する。

2. 後期日主書室葉から!EE機形成の初期にかけて約40日間

{怠滋処理すると 2 完全双股が形成される。

3. 休眠期にi議灘に， iた休日民党懇後も低湿にかなち

ま造業耳間保存しても弾事化率の減少は見られない。

4. 休際惑は勿論，休絞吉宮惑でも水鋭化合物により容

主主に発育;2>.tt，鮮{tさ4きることができるの

発生初期のクモ卵の震予顕微鏡的研究

班緩鵡夫〈予定E宗教大・穣・動〉

A. KONDO : Electron micr.oscopIc 01主総主V亙tionsof the 

early spider embryos. 

発生者互主耳のタモ卵の総怨霊童は原形繁華警，中央線路糞，

周辺細胞質とから成立つている。周辺細胞質は卵黄聖毒

殺が卵膜に援する部分では薄く (0.2μ)，卵言葉綴粒の問



にのびている部分は厚い(数的。胞匪収縮迄の卵をグ

ルタルア/レデeヒド，オスミウム固定し，電顕で観察し

た結果を周辺細胞質を中心に述べ，卵膜の問題にも触

れる。

数種の昆虫卵の卵黄形成と卵表層構造の変化

松崎守夫(福島大・教育・生〉

M. MATSUZAKI : Ultrastructural changes in the cor-

tical ooplasm during vitellogenesis 

of several insects. 

現在アキアカネ，エンマコオロギ，カイコ，ツマグ

ロオオヨコパェ，オオニジウヤホシテγ トウ等の卵黄

形成を電顕で観察しているが，このなかの 1・2の問

題についてご紹介したい。

カニムシの怪晴育と卵黄形成

牧岡俊樹(東京教大・理・動〉

T. MAKIOKA : A functional relation between the 

embryo-breeding and vitellogenesis of 

the pseudoscorpions. 

多くのカニムシは， o杢のH甫育を行う。その際，育の

う中のIffに対して，母虫の卵巣で形成された栄養液と

呼ばれる液体が供給される。イソカユムシでは，栄養

液に多量の蛋白質が含まれるが，産卵前後の卵には脂

質が多く蛋白質はごく少ない。すなわち，卵形成期に

脂質卵黄が形成され，晴育期に蛋白卵黄が，栄養液の

形で形成されると考えれば，カユムシの駐日甫育は卵黄

形成の分業として理解される。

カブトガニの卵膜について

関口晃一(東京教大・理・動)

K. SEKIGUCHI : On the egg membranes of the horse 

-shoe crab. 

カブトガニ卵にみられる卵膜，特にいわゆる第 2卵

撲はその形成過程，構造等に極めて興味ある問題が見

出されるので，主としてこの点について報告する。

最近の記載的昆虫発生学の論文から

安藤裕(東京教大・理・菅平生実〉
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H. ANDO : On the recent advances in the descriptive 

embryology of insects. 

主に拙著(1962)以後に現われた昆虫の記載的(正

常〉発生についての論文を紹介し，その中から幾っか

を拾ってその問題点を考えてみたい。

自死卵系統1王子の発生

大槻良樹(京都工綴大)

Y. OHTSUKI: 

白死卵は蚕の突然変異系統で¥ホモの個体は，内匹

棄の分化が極く初期に異常になり，外匹葉組織は反転

前期の形態になるが，中腸腹壁となる細胞層が形成さ

れないまま致死する。

卵の遠心実験と温度条件

矢島英雄(茨城大・文理・生)

H. YAJIMA:Eff巴ctsof centrifugation and of temp-

erature during and after the centrifug-

ing of Chironomus dorsαlis eggs. 

私は '60年にユスリカ卵の遠心方向とそれから得ら

れた重複奇形質との聞に関連性ありと報告したが，最

近 Overtonが Chironomusthummiで同様の実験を

し，このような関係は認められないと報告した。そこ

で多数の材料を使って繰り返して実験した結果，ユス

リカの奇形型は遠心後の温度条件に影響されるという

データーが得られた。又遠心中の温度条件は出現頻度

に影響を与える傾向も認められる。以上の事は温度変

化に伴なう粘性変化，形成因子と被決定物質の相互作

用によると考えられる。
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遠心力処理によあ蚕卵の初期発生の解析

宮慶一郎〔岩手大・農・応昆〕

K. MIYA : Analysis of early embryonic development 

of the silkworm， Bombyx mo円 bycent-

rifugation 

蚕の初期目玉発育に対する遠心処理の効果を究明する

ために 2時間産下させた卵を産下後0-2，5-7， 

13-15， 16-18時間の 4時期に遠心処理を行なった。

1. 処理卵における正常駐の割合は後期匹帯期に処

理された場合に最も多く，次いで分割期に処理された

卵で多い。

2. 処理卵には全然発育しないものや早期に発育を

停止したものが生じたが，これらの数や形態は処理時

期によって著しく異なっている。

3. 前二者を除いた卵では異常駐の形成が見られ，

その形態から大凡 9型に分けられる。その割合は処理

時期や遠心力の作用方向に対応して変化する。

4. 以上の結果から，発育に伴なって起る若干の現

象について考察する。

第 4回(霧積)1968 

1lE援葉期におけるアメンボ卵の焼灼結果について

森 元(東京都立大・理・生〕

H. MORI: 

卵における発生運命の決定が，どの stageにおいて

なされるかはその昆虫の属する系統分類学的地位に

dependする。即ち， 比較的原始的な材料については

その決定時期が比較的遅い (regulative)が，比較的

進化した昆虫群についてはそれが早い (determinativej，

とし、う事が言われている。この場合決定の遅速は，Ilf

盤葉形成期における調整能の有無(又は程度〕による

とされているようである。

上記の考えに基づき，半趨自の場合はその分類学的

地位からかなり regulativeであることが予想されてい

たが， Sanderの仕事によってそれは原則的に確認さ

れている (SuborderHomoptera， Family Cicadidae)。

しかし Suborderの相異が決定の遅速に関係すると

いう可能性を考え，Gerris卵 (SuborderHeteroptera. 

Family Gerridae)を用い， ca u tenza t10n実験によって

blastoderm stageを中心とした卵について決定の有無

を研究することが計画され，いくつかの結果が出たの

でここに報告したい。

方法

Serosaに対する焼灼のため開発された microcaute-

nzerを使用し，卵の前極及び後極を局所的に焼灼(表

面温度80
0

C土 2
0

C， 1~3 秒)， 25
0

Cで incubate

(24~72 hrs)を行なった。ブアン氏液 (60
0
C)で回

定し，妊の全形をスケッチした後に通例のようにパラ

フィンに包埋し，組織学的観察を行なった。 (Meyer's

ヘマラウンーエオシン染色〉

結果

A.焼灼の結果出現する celllayer (Secondary bla-

stoderm)について

Serosaに対する焼灼を行なった場合に，焼灼域裏

側に 2次的に celllayerが出現する(Secondaryserosa) 

ことがすでに観察されているが，ffE盤葉(以下Blm)

期においても(又例数は少ないが核分裂期において

も)焼灼後数時間でそこに celllayer (核分裂期にお

いては cytoゃlasmiclayer)が出現することが組織学

的に観察された。この celllayerを，ここでは Seco-

ndory Blm (又は Secondaryperiplasm)と呼ぶことに

する。SecondaryBlm はいずれかの極に対する焼灼の

場合にも出現し，その極からの距離は大体において焼

灼時間に比例する。後極に対する焼灼の結果形成され

る SecondaryBlm は，本来のBlm のようにやがて陥

入し， germ bandの形成と共に serosaとなり，更にそ

の一部は分化して Specializedserosaと同じ columnar

な細胞となる。 (Secondaryperiplasmに対しては分裂

核が depositし， Blm が形成されると思われるが，

その点(及びその後の分化〕は現在確認されていな

L 、。

B.焼灼後24時間 cultureした卵における怪形成に

ついて

実験の対照としては siblingeggが用いられた。 Blm

期から24時間 culture された卵ではほぼ、 embryonic

rotationが終了し，場合によっては proctodaeumが

すでに形成されているが， neuroblastは殆んどの場合

形成されていない。 Serosalcuticleの着色はしばしば

認められる。焼灼後24時間後の匹の分化について観察

された諸事実の内，まず両極に共通に認められるもの



を列記すると，

1. 形成された匪の size，特にその巾は殆ど対照と差

はない

2. 発生速度は，その怪のもっとも完全に分化した部

分について比較する限度において，対照、と殆んど差

はない

3. 大体の傾向として，~の欠損の範囲は，焼灼の範

囲に比例する

次に，形成される部分妊についての観察の結果に

よると，

1. 卵後極を焼灼した場合は形成されるi訟の尾端から

欠失が生ずる

2. 卵前極を焼灼した場合は恨の頭部から欠損(又は

分化不充分〕が生ずる

という傾向が認められる。後極焼灼の場合，尾端のみ

欠失したものから殆ど胸節の大部分を失なったもの迄

ほぼ段階的に部分庇、が形成されるが，前極焼灼の場合

にもたしかに尾端に近い程分化は正常であり，ある程

度段階的に部分匪が形成される。しかし，前極焼灼の

場合と後極焼灼の場合とではいくらかの点で相異があ

る。即ち，

1. 前極焼灼の;場合圧が serosaから分離しない

αseが非常に多い

2. (同じく)部分脹は，かなり広い面積を焼灼した

場合に出現する

3. (同じく〉しばしば陥入方向が逆になり，又かな

りまカ1る

4. (同じく〉全く頭尾方向について逆転したI圧が形

成される

のような点が観察される。特に最後の例については，

発生初期における発生予定域においてそのまま分化が

起った、と考えることによって説明出来る。

現在の所，焼灼の対象となった stageは Blmであ

るが germbandの分化が後極に起った stage及び

核分裂中でも結果について本質的な相違はない，と考

えている。従って今後は Gerris卵において発生運命

の決定が核分裂の初期において起る。即ちかなり de-

terminativeである、 という考えで実験を進める方針

である。

uv-照射によるユス 1)力極細胞の腔侵入阻止

矢島英雄(茨城大・理・生〕
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H. YAJIMA : Inhibition of re-entry of pole cells of 

Chironomus dorsalis embryo by UV-

irradia tion. 

セスジユスリカ怪発生初期 (4核期と 8核期の間)

に卵後端に極細胞が形成される。細胞出現後紫外線照

射 (1ωoμ叩 /cm2・10・2537A)を行なうと匪盤葉期に

起る同細胞の妊内への侵入が阻止される。一方F'A'

A液正常卵を回定した場合，卵内容の収縮が起るが，

その際極細胞が卵主部より離れるという現象が見られ

る。そして紫外線照射が極細胞侵入を阻止する時期と

固定により極細胞が離れる時期は大体一致する。以上

の事実と固定像の観察より，極細胞の妊内侵入機構を

考える。

発生初期のクモ卵における卵黄穎粒崩壊過程

近藤昭夫(東京教育大・理・動〉

A. KONDO : The collaps巴 ofthe yolk granules of th巴

early spider embryos. 

産卵直後から胞肢収縮までのクモ卵の卵黄頼粒の形

態的変化の過程につき，資料は不充分であるが，現在

のところ次のような可能性があると考えている。

光顕レベルでは，産卵直後の卵は直径30~80μ の大

型卵黄穎粒により満たされているが，癒合核の分裂に

伴ない穎粒の集合様式は，卵黄柱p 卵黄錐，卵黄小体，

と変化する。この間，穎粒の大きさには著しい変化は

ないが，化学的組成には変化があり，脂質の割合が減

少するらしい。この大型穎粒には中性脂肪は多くない

らしいが，小型穎粒(数，U以下〕には中性脂肪が存在

するo

電顕レベルでは，スチレン包埋の場合，大型穎粒は

電子密度は中程度で，全体が均質なもの，細かな不定

形の空洞のあるもの， 2~3μの円型の空洞のあるも

の，に大別される。産卵直後は空洞をもっ穎粒は少な

く，発生が進むにつれて空洞は大きくなり，空洞のあ

る穎粒も増加する傾向がある。概して，卵表に近い穀

粒には空洞が少なし、。ただし，エポン包埋の場合はほ

とんどすべての穎粒が均質であるため空洞の存在価値
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については疑問があるが，組成の比の変化を示すもの

かもしれない。小型頼粒に相当するものは大型穎粒に

講義ずるもののほか，脂肪粒もある。

他に 800A位の小胞から成る，仮に多胞体とでも呼

べる数μにも達する構逃物がある。産卵夜後は稀にし

か見られないが， Jld!ff主総胞にはしばしば出混ずる c 小

型卵黄額粒との移行形らしいものも見られる。

直径約1000Aの電子密度の高い頼粒が，卵黄穎粒間，

卵黄穎粒の表面，胞1lli細胞，稀に卵黄毅粒内に見られ

る。この穎粒は庶糠を含まない固定液を用いた時は約

1000Aであるが， OZM庶糖を含む画定液きど用いると

約2000Aとなり，更に 31∞A位の小額粒から成ワ立っ

ていることがわかる。この小穎粒は単独でも存在する。

大型卵黄穎粒の分解は膜系の関与するものと，内在

する酵素系によるものとがあるらしく， くびれ，内部

からの穎粒の放出が考えられる。小型卵黄頼粒は更に

ある場合は多目包体を緩て，ある場合はそのまま分解さ

れるらしい。 1000Aの類殺は大翠穎粒内またはその表

建立で形成され膜系によって運搬され一時は小胞の中へ

貯えられ，やがて胞膝細胞中にばらまかれるものと思

われる。この穎粒はグリコゲン穎粒にも似ているが，

たん白穎粒である可能性もある。

これらの問題を含めて，組織化学的・酵索化学的な

側惑を開拓する必要憶を痛感している。

節足動物をn前口 11動物としてよいか

関口晃一(東京教大・環・動〉

K. SEKIGUCHI : Is Arthropoda the Protostomia? 

-The blastopore of Arthropod呂 does

not become their mouth. 

動物界を系統分類学的に分ける場合に，非常にしば

しば前口動物・後口動物という言葉が用いられる。そ

して務者には，扇形・級形ー袋形ー軟体・潔形・節足

動物などが震し，後者には有毒菱・毛顎・葉集皮・原索・

脊椎動物などが属するとされ，このことは高校の教科

慈等にも採用されて，広く一般常識として受入れられ

ている。

しかしこのうちの節足動物が果して前口動物とされ

たままで，何等註釈も加えられていない事突きとそのま

ま放還しておいてよいのであろうか。

たとえばカプトガニに於ける原口は紅門と一致する

とiではいえないが，腹部又は後腹部に当ることは明

かであり，ロ道はそれよりもはるか前方に後になって

形成怒れる。

クモに於ても原口の位震は腹部第6節付近にさきるこ

とが Holm('52)の実験によって指擁されているし

従来の多くの観察や研究からも，原口がロに当るとい

う証拠は一つもない。

甲殻類でも原口は真接か，ーたん閉じて後にその位

置に日工門を生じるという(;1段野 '57)。

見虫類についても原口がE愛媛ロになるという誌拠は

ないようである。

以f二節足動物のうちの代苦笑約な 4群について見たi浪

りでは，ーっとして前日動物といわれるべきものは存

在しない。したがって，従来のように節足動物を前口

動物の中に含めて， 1可等の註釈も加えず放置しておく

のは，大きな誤解を招く康問となるので不都合である

と考える。

しかし前日動物を系統的な群として扱う場合には，

その定義上の問題もあり，色々と考慮しなければなら

ない点がある。

アオムシコマユパチの輸卵管H~大言語 (res曹rvoir) 内

にみられる肥満細胞群 (mastceHs)について

北野日出男(東京学大・1".)

H. KITANO: 

演ヰ警は一昨年の昆虫学会関東支部大会において，ア

オムシコマユパチの later富1oviductおよび reservoir

内の卵は寄主であるそンシ P チョウ幼虫の血球による

encapsulationからまぬがれる特性をそなえており，

その特性は reservoir内の「粘液Jが卵表面を被覆し

ていることによるのではなかろうかと発表した。しか

し，その後の研究により，昨年の動物学会大会でこの

考え方を否定したく第38路大会号 p.430)。さらにそ

の後この否定の確証をえるために，次の実験を行なっ

た。すなわち「粘液」の性質を組織化学的にしらべた

結果， 1"粘液」は proteinおよび carboxyl基をもっ酸

性粘液多糖類の一種であることがわかった。そこで卵

を trypsinhyaluronid在seで処理し，それを寄主に注

入した。結果は注入2日後にいたっても，ほとんどの



!iliで encapsulationHであった。 (KCN，NaNs処理

卵では注入 2日後に100%に近い encapsulation(刊を示

す〕。 この事から寄生蜂卵の分泌物質がs 寄主血球の

卵への adhesiveactivityを抑制しているのではなかろ

うかと考えられる。今回は，この「粘液」が protein

および carboxyl基を含む酸性粘液多糖類からなりた

っていることを検索し，この物質を分泌していると考

えられる細胞は， reSerVOIr内の細胞群 (myeetocyte?

: Flanders， '42)であることをのベ， この細胞群は

mast cel1sの一種と考えられることを発表する。

ユスリカの重複眼形成におよlます遠心中，遠心後の温

度の影響について

矢島英雄(茨城大・理・生〉

H. YAJIMA : Effects of temperature during and after 

centrifugation of Chironomus dorsαlis 

egg upon the production of double mal-

formation embryos. 

発生初期のユスリカ卵を 4∞Or.p.mX5'遠心処理L，

処理後卵を20
0

C又は30
0

Cで培養すると，低温培養よ

り双腹匪が，高温培養より双頭怪が得られる。遠心方

向と奇形形との関係は認められず，夫は奇形出現瀕度

に関係を持つ。培養温度効果は大体卵内容の復層が%

~%進んだ時点に認められ，その時期は mid-syncytial

blastoderm期に一致する。この事は処理段階を変える

実験より裏書きされる。又，卵長軸方向の遠心(3')，

短軸方向の遠心 (3つ組合せ実験から，奇形発現の要

因が長軸方向遠心中 3分以内に成立する事が判る。更

に遠心中の温度条件が出現する双頭・双腹腔の割合に

影響する事が判った。

カイコ腔の休眠に伴う lysosomeおよび lysosomal

enzymeの変化(予報〉

岡田益吉(東京教育大・理・動)

乱1.OKADA : Changes in properties of lysosomes and 

lysosomal enzyme activity in the pr∞ess 

of the diapause development of the silk-

worm. 

カイコ卵を生理的塩溶液中で解剖してl陀子を取出し，
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acridine orange (0.015めで10分間染め，押つぶして

蟹光顕微鏡で見ると lysosomeが赤色に染まって見え

る。休眠駈と，冷蔵によって休眠から脱したl怪とを比

較して見ると前者では lysosomeが非常に小さい粒子

であるのに後者では大型の頼粒となっていて一見した

だけでこれが休眠中の匹子であるかどうかを知ること

が出来る。しかもこの大型 lysosomeの出現は休眠状

態の深さと相関があるように思われる。

休眠と lysosomeとの関係をもう少し追求する目的

で lysosomeの標識酵素とされている酸性フォスファ

ターゼ、の活性を測定した。全活性で見ると，休眠中の卵

の方が冷蔵して休眠を破。たものよりも高い。 homo-

genateを50，000g1時間遠心して，上清と沈澱とに分

け両者の活性を比較して見ると，休眠卵では上清，沈

澱は大体同じ活性を示すが，冷蔵した卵では大部分の

活性は上清にあり，沈澱には僅か14%の活性が残って

いるにすぎない。次に産卵後の stageを追って見ると

全活性で、は最初が最高で徐々に下って来る。所が産卵

後1日自に HCl処理をすると 1日以内に活性の25%

が失われるが以後次第に増加して休眠に入る卵を追い

越す。これを上清，沈澱に分けて検討すると，産卵後

10日までは休眠に入る卵では上清，沈澱共，値は異なる

が同じ変動を示し，一度上がって徐々に下がる。所が

HCl処理をしたものでは， 上清の活性は一度減って

から急激に増加するが，沈澱の方は先ず一度増加し，

後やや下ってから再び増加する。

一以上のように休眠状態は沈澱部の活性増加，上清部

の活性減少，非休眠は逆ということで云い表わすこと

が出来る。

Cath巴:pSlllは沈澱部に余り活性が無い。

以上の結果について論議する。

カイコの死褐卵系統の睦子発育

大槻良樹・北沢敏男(農林省蚕試〉

Y. OHTSUKI: 

カイコの死褐卵系統は同系交配すると正常色卵と褐

色卵とが蛾区内分離，褐色卵が全て匪子期に致死する

遺伝的致死系統である。この褐色で致死する卵は死褐

卵と呼ばれ 1個の劣性遺伝子によって発現する。わ

れわれはこの系統を実験発生学的な材料として利用す

る目的で死褐卵腔子の発育を形態学的に観察した。
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1. 致死時期

間じ蛾区のやに分離した正常色努力弘、化した持鶏の

死褐卵匹子の形態を全体機本によってみると，越年し

た死褐努は反転言言葉耳まで発育して致死している。しか

し，人工ふ化処理(即時没酸〕な行った死褐卵妊子は

消化管完成鶏迄発育して致死し，越年卵の場合よワ遅

くまで発育をつづけて致死する。

2. 越年した死褐卵陸子の除殻全体培養

越年すると死褐卵経子の致死時期が卒くなる現象を

AE子と卵黄の 2つの宿から検討するために高見の方法

を用いて培養実験を行った。

越年した死褐卵AE子を出庫してすぐに除殻全体培養

すると反転前期漢に致死し，卵殺の中で発育した場合

と大皇室ない。正常の卵AEiこをとり出し，その!民子の代

りに越年した死褐卵の匪予を入れて培養すると反転前

期を過ぎ，頭部が務色して皮膚に剛毛が発生する程度

にまで発育する。死褐卵の卵黄の中に正常膝子を入れ

て培養すると渡部議色，総毛発生まで発育するが，正

常恒子を正常卵黄の中で培養した場合よりも発育程度

は劣る。

3. 致死睦子の内部形態

人工ふ化処理をして消化管完成期まで発育した死褐

卵経子では，気管系の発途に異常が認められた。

長惣闘の発生学的研究

安藤裕〈東京教大・理・ 2菅平生突〉

H. ANDO : Embryonic development of Mecoptera. 

吾国の長越呂を構成するシリアゲムツ科 Panorpidae

panorpa Bittαcus 

卵形・ Chorion 長精肉体@薄| 球 。 厚

締抱資・ 5階 (多量・少量 !寵て少量-

Fgz主主 lFi-ule iz し?
あり・なし

卵黄竺竺」さ竺哩と竺麟締結

blas附 rm j 厚 i薄

開明日lcuticle l ? !?hELb〕

高官瓦同刊一TZbion

とガガンボモドキ科 Bittacidaeの隆子発生合観察し

た。

Panorpa pryeriでは卵期は7日(21
0

C)，Bitt刷 ;us

mastrilli， B. marginat郁では要書類は約240E (0然

条件下)である。

(1) 早期発生:

(2) 中・後期発生:Organogenesis 

神経系の発生，頭部の外経素性陥入(胸部)，中揚

形成など

(3) Panorpidaeと Bittacidaeの関係

!1sの構造，早鶏発生， Polytrophic ovariol在など

(4) 他の ordersとの類縁

Neuroptera 

Siphonaptera-Dipter在

T richopfera-Lepidoptera 

第 5回(福島)1969 

結実与によ~ウリハムシモドキ~~のJØi域決定に関する研

究

宮駿一郎@小林芳弘〈岩手大・農・応昆〉

K. MIYA & Y. KOBAYASHI : Study on embryonic 

detennInation in Atrachya menetriesi 

by ligatur札

産卵後24時間のウリハムシモドキ卵を30日以上5
0

C

で冷蔵し，それを再度 26
0

Cで発育dせると，種々の

重複膝が形成される。このことからこの種の卵は高度

の調整能を有していると考えられる。

そこで予定妊域決定の機構さと調べるために次の器段

階で結染実験を行なった。

結ゑ卵は 26
0

C恒温下で体総ステ…:/ (突起形成

期〉まで発育させカルノア液で回定し卵殻除去後，石

炭酸チオユンで染色し全体標本を作成して観察した。

くれ 室長卵後 0~2時毘〈核 1 ケの時期〉

後緩側から30~45%の部位を結諒すれば前極，後極

傍!ともにilf子が形成されない。 30%以下の総主主では議

極側だけに， 45%以上の結実告では後機側だけに，それ

ぞれ完全盛が形成される。

(ll) 8~10時間(核 8~16ヶの時期〉



38~47%の部{立を結紫すると前極，後極側ともに肱

子が形成されない。 38%以下の結主主では前極側だけに，

47%以上の給繋では後極側だけにそれぞれ完全絞が形

成される。

く蛮) 16~18待関〈初主主総量産業主号〉

33~36克の部位を給主主すると前極側と後極{則にそれ

ぞ、れ 1つずつ隆子または細胞塊が形成される。際子の

形態は一方が完全自主で，他方が不完全粧または細胞塊

の場合と;双方とも不完全盛か細胞塊の場合がある。

また， 33%以下の結裟では前;緩側だけに， 36%以上の

結誌では後極側だけにそれぞれ完全日五が形成される。

さらに核も卵黄も透す程度のゆるい絵主主を38%以上

の部{立に加えると後緩{l!)Jにだけ， 37克以下に処理する

と前極側にだけ完全粧がつくられる O

(W) 22~24時間〈後鶏5主総菜鶏〕

37~39%の部{立を給事与すると前極側と後極側に佐子

または線路塊が形成される。 E王子の形態はく藍〉の場

合と同様で、ある。 37%以下の結委主では前極側に， 39% 

以上の結熱では後緩側にそれぞれ完全阪ができる。

これらのことより，経盤薬初期の33~369ぎに，以後

の分化に欠くべからざる発生の中心というべき部域が

ある。分裂;該が卵表に達することにより，、この部域が

活性化される。などが考えられる。

顕微鏡映磁によるセスジユスリカの初期発生の解統

一一特!こ核務勤務前後に晃られる長総方向の往復運動

について

矢島英雄(茨域大・2翠・生〉
H. Y A]IMA ; Cinematographic analysis of early ern-

bryogenesis of Chironornus dorsalis 

with special ref日記nceめ the reciprocal 

motion of sup日rficial在日dinner cyto-

plasm along the long axis. 

コマ落し撮影法(1 fram巴/10seconds)により， セ

スジユスザカの発生初揺の重を撮影してみると，核

移動期前後に卵内容物が長軸方向へti1復運動すること

が観察される。

前後3間このような運動が認められ，最初の運動は

桜移動直前または直後と思われる。まずこ運動開l隔が一

定していることは，核分裂の潟期と穏係をもつことを
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考えさせる。

各郊の運動は，界表藤郊の裁きについてみると，後

極へ向うもの，これに続くこれとは逆方向への運動よ

りなる。なお卵黄部はニれと全く逆方向の運動を行な

う。

各期の運動震について興味深い事実が観察される0

1 [望校:後援方向へむかう量が館経方向へむかうもの

より多い。

2回殴:前，後極ほぼ悶震である。

3@]e!:前極方向へむかうものが多い。

このような滋動は，核分裂像と細胞質の分布状態に

関係があると捻2題される。すなわち，ユスリカのl)Js表

層細胞質は卵の前極にかたよって分布すること，また

産下後からかなりの厚みをもった表層細胞質は発生の

進むにつれ， .公いかえれば核分裂像の増加にともない

うすくなる。最もうすくなるのは絞移動期院前であり，

核移動後再び表層紹抱演はその厚みを増すことがみら

れるo

以上から，細胞質の移動は常に核分裂像にむかうこ

とが捻i慰される。このことから後極方向への細胞質の

移動は，前経i約近の細胞層肥厚部からの細胞質の移動

であり，言言極方向への動きは界内部から表層へ綴総資

が移動することによってひき起されると考えられるo

このような卵内容物の長斡方向への動きは KINSEY

(1967)もキイロショウジョウバェで観察しているが，

この場合の動ぎの中心は長軸の後極から40%のところ

にるることが銭察された。このλおこ対して求心的多遠

心的な反復運動がみられる。ユスザカの場合はこのよ

うな運動の中心はなく，唯一方向のみである。

カイコ慈子体援の緩携について

同国主主吉(東京教大・潔@動〉

M. OKADA ; An operational explanation foτthe me-

chanism of the diap且usein the Bombyx 

夕刊Ort.

カイコの恒子は，産卵後 1日目から次第に休般に入

るが，それまで、の所は休眠JJs，非休日民卵の相違は無い。

休総に入るにつれて，呼吸 (02消費〉の低下，DNA， 

RNA蛋白質号事の合成の低下，または消失がおこり，

グ予コーゲンがソルピトーノレ，グFセザンtこ変化する。
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郊を lSeIで HCl処理すればこの過程が省略され，

低温処理により休眠を破る場合はこの過程が速やかに

進行するように見えることは酸性プォスファタ{ゼの

活伎の変化にその鈎を見ることが出来る。

以上のことは，休般に向う化学変化は産卵後約 1日

目にその効果を出現するに充分な生産物を蓄積させ，

若しその嘆に HCl処理をすると， この生産物および，

その代謝系がこわされること。この代議系主主要容を25
0

C

に保っても約 1ヶ月後には消失，または停止すること。

低温処理はこの代謝系を抑制し，生産物の分解の系は

低湿の影響を受け緩いことなどを示唆するように思わ

れる。

休眠卵の休眠を破るには次のようなことが必要と考

える:HCl処理の如く，休眠t:.入る前に n休日民代議

系11をこわすこと;れ体燦代議;系11の活性をそ怒し，一

方その生産物分解系はそ害しないか，または促進する

こと;休眠卵より休眠代謝生産物一一これが蓄積して

いると，休眠代謝は11:っても卵は依然として休眠と同

じ状態にあると考えられる一ーを徐去すること。

休眠卵の卵殻を除去すると休眠が直ちに破れIff子は

発育を開始する。これは流動パラアィンの中でこの手

織を行っても同じであることから水の吸収が原因とは

考えられない。体燃代謝生産物…一刻]常励賞一ーが水

にも流動パラフィンにも溶けるという可能性，卵殻除

去の際の卵内徴細環境の撹苦乱Lなどで距脹E子と卵資との間

のノパξラγスを巌したとLい、う可銭i性金も否定は上出!:l3来表ないが，

それよりも先ずず、卵絞白身が休自総氏zをk持続させるのに重要

な役劉を持つているので

産物は卵殻の部分に著蓄主積するのででトはないだろうか， こ

の分解，または徐去は直ちに休践を破ると考えるのは

飛躍であろうか。

まだ確認せねばならぬことは余りに多すぎるが，私

は環殺体艇に入ることは卵殻が変化して行くことであ

り，それに伴う蕊予の変化〈峰子線組の漢の俊号室の変

イじさえも〉は O2不足によるものであろう， と考えて

研究を進めている。こんな単純なものではないかも知

れないし卵殻以外にE王子の内部，或いは卵爽内でも

変化が平行して起るとも考えられるが，卵殻きど除去し

た時の変化が割合に速やかなことがどの程度説明可能

か，ということが問題であろう。

イソカニムシの生殖技について

牧岡俊樹(東芝宗教大・理・臨海)

T. MAKIOKA : On a gonopodium of a pseudoscorpion， 

Gatッpusjaponicus. 

妹形類の一員であるカニムシ目において，日壬のH甫背，

すなわち母虫生殖門外の脊録中にある舷が，発生の過

緩で，母虫卵巣から分泌される。栄養物繁を含む液体

の供給を受ける現象がみられることは， LUBBOCK 

(1861)以来世に知られている。日本の海岸地帯に広

く分布するイソカニムシ Garypusjaponicusでは，

育嚢をもっている母去に，稜々の機械的刺激を加える

ことによって，母虫が育襲安落とすことがしばしば観

察された。その刺激は，ji[駿育嚢に対するものでなく

ても，結果として少時の後に育嚢をおとす。従って，

刺激によって母虫の育嚢保持機構に何らかの変イ加工生

じたと考えることができるo

カニムシ類の育嚢保持機機に関する唯一の仕事であ

る Vachon('38)のイエカニムシ Chelitercancroides 

では，育嚢は母虫の腹板に粘着しているだけでなく，

一対の生殖肢 (gonopodes)によって支持されている。

生殖肢は，生殖丹内側の輸卵管上皮の一部が突出した

もので，仁ゃに体液と筋肉を含み，伸縮することができ

る。 Vachcnは生殖肢の役割について，背嚢保持のた

めのものとのべている。

イソカニムシの場合，主主磁波はイエカエムシのもの

より見難いが，明らかに存在している。その存続期間

は，産卵直前の育嚢形成時から，産卵後約10日目まで

で，それ以後は，なお約18日間に亘って育嚢が保持さ

れているにもかかわらず，送綴し消失する。一方，

目玉日甫脊の期間には 3度にわたって母虫から育嚢中の

膝および幼生、へ，栄養物質合含む液体の供給があるo

第 1由自の供給は，産卵後 3SeIからlOSeIまでの約

813関，ゆるやかに継続的に行われる。第2回gの供

給は，第 1回目にひき続いて産卵後10日目に急激に行

われ，第 3 間関の供給は，その 1~2 日後にやはり急

激に行われる。このうち，第 1毘吾の液体供給の継続

期間は，生被絞の存続期間とよく一致している。

生殖肢の機能や役割についての調査は現在行われつ

つあるが，今までトのところ，生殖肢の機棟約な役割の

みについて見るならば次のようなことが考えられるで

あろう。



1. 生費量殺は産卵持，脊言撃のや心部を占めており，産

み出された卵は結果として脊裳表面に一層に並ぶ。

2. 生競技は，第 1問自の液体供給に際して，供給さ

れる液体の綾を調節するための栓の役割を演じる。

3. 生殖肢は，匪補予言期間の前%期までは，苦手褒保持

に役立つていると態われるが，それ以後の苦手嚢保持

には関与しない。

クモ初期目主にJìられる細胞膜陥入とクモW~の卵割様式

近藤昭夫〈東教大・潔・動〉

A. KONDO : The invagin呂tionof the c官Jlmembrane 

and the cleavage type of thεspider 

日mbryo.

クモ卵は従来，表郷をすると一般に考えられていた

が，全割をするとの考え方もないではなかった。どち

らの設を強認するかは勿論緩察に主として用いた種の

相違によることも考えられるが，表割説の主な根拠は，

潟辺縮滋賀が総蕊期以前には分割されていずひと続~

℃、あること，および卵黄錐の数が必ずしも分裂核の数

と一致しないことなどで，金割説の主な根拠は，核分

裂に続~卵黄塊が大~く分割されること，卵策戸ゼッ

トが細胞と見なし得ることなどがあげられている。

しかし，シ g ウジョウパェに見られるように，分裂

核が卵表に達してから細lldlfi英か周辺細胞質中へ折れこ

み，経胞膜細胞の境界が形成されるものを典型的な表

書uと考えると，グモ初期援においてどの発生段階で周

辺細胞質が分解されるのか，分割された卵黄塊がそれ

ぞれ線路j漢によって照てられているのかそれとも同一

細胞内での分極なのか，などが不明確なままでは卵割

様式について結論を出すことはできない。

ドググモ科数種の初期妊の電鎖像によると，産卵成

後すでに卵表4j.所からの細胞膜の陥入が見られ，第 1

または第2回核分裂終了後にそれらのいくつかが特に

発達して先端が癒合し，その結果卵黄携が 2分または

4分される。またそれぞれの卵黄錐内にはいろいろの

程度に発達した膜陥入があり，それらの発達により卵

焚錐は更に分割される。すなわち，周辺縮施霊堂は分裂

核の到達する以前にすでに細胞単位に分製されている。

のみならず，Eま卵直後で膜焔入があまり発達していな

い持は卵黄穀業立の配列は無秩序で，やがて喜界焚柱，卵
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寅錐・卵黄球が形成されると，それらは陥入療に由来

する斜I胞践で表部をおおわれる。このことから卵蒸塊

の分割は向ー細胞内における分極とは考えにくく，原

則として 11題の卵黄錐は1f尽の締胞に穏当すると考え

られる。

したがって，純治撲の分布状態にさまいてグモ喜容の卵

割様式を論ずるなら，少なくともドクグモ科に関、ずる

i浪り， *1街路資分割の開始が核分裂にかなり先行する特

殊な裂の全割である，ということがで、きる。

シリアゲムシの中医薬系器官の形成

安藤裕〈東京教大・怒・菅王子生実〉

H. ANDO : Development of the mesodermal organs of 

Panorpa. 

中日五葉系器官の発生は外怪業系器官，内紅葉系器官

の発生によヒベ等潟視され易い。

これは前者を構成する細胞が，それぞれ形態的に類

似しているため，各器官の発生を返事事しにくいことに

よるのであろう。

しかし，中妊薬系器官形成には体経嚢の分化，生殖

巣の発生等に，興味深い問題が多く含まれている。

ここでは今日まで全く知られていない長麹目シリア

ゲムシ科の P ano1'pa pryeγi MACLACHLAN のせゴ

隆美性器官……内層形成， {;本膝繋，筋肉系，脂肪組織，

食道下体p 心綴， J血球，生殖巣，理主線、の発生のあらま

しを述べる。

① 内層形成 同一日壬帯の部伎により overgrowth，

invaginationの2型が現われる

②体腔のう 一般に発生の皮が低い，間i~体節には

認め難い

③筋肉系中腸壁筋肉，背部筋肉，腹部筋肉が分化

し，更に縦走，環状筋が形成される

④食道下体大績の言Ii吉sの中座薬細胞に起源ずる

⑤生殖巣後胸節から第6腹節など原主主が存在し，

議終的には第8腹節に集中する
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カブトガ二卵におけあいわゆる第二卵膜の形成

関口晃一(東京教大・理・動〉

K. SEKIGUCHI : Formation of“Deutovum" of the 

horse-shoe crab. 

I 動機

カプトガニの卵は産卵直後には厚い卵殻だけに蔽わ

れているが，受精後十数日すると，卵表に別の厚い膜

が形成される。この膜はIffの発生に伴って膨らみ，勝

化までの約40日間，目玉の保護上極めて重要な役割を

果たしている。 この膜は既に KINGSLEY(1885¥ 

JWANOFF (1932/33)などによって観察され前者はこ

れを“Deutovum"第二卵膜，後者は“primareCutic-

ula"第一次クチクラと名づけた。しかし既に報告し

たように，この膜の出現に先立って，明かにこれと

は別の一枚の薄い膜が形成されるので，前記の膜を

Deutovumと名づけるのは問題であり，またいくつか

の chitinの呈色反応を試みた結果では何れも反応は

negativeでこの膜がいわゆる chitinの膜であると考

えるのは無理があると思われる。一方，この卵では卵

表に出現する胞経細胞の核の周りに中性赤又はナイノレ

青でよく染まる微小頼粒が密集しているが，怪盤の完

成する受精後12日目頃になると，これらの微小穎粒は

細胞全面に拡散し，上記“Deutovum"の形成と何ら

かの関連があるように思われる。さらにまた，この膜

は匹外域 extra-embryonicareaから形成された部分

では美しい網目模様を示し，匪域から作られた部分で、

は不規則な縄目模様を示すが，とくに前者の部分では

卵膜が膨らむにつれて模様に顕著な変化が見られる。

E 結果

以上のように，この膜には種々の問題があるのでそ

の形成過程を調べた。① この膜の形成に関する顕著

な徴候が最初に現われるのは受精後12日目で，ほぼ円

形をした個々の胞匪組胞は卵表から著るしく隆起する。

② 13日目には胞腔細胞は角型になり，それぞれの側

面と外面には膜の分泌が始まる。③ 14日目，細胞の

周囲には明らかに分泌されたやや厚い膜が見られる。

④ 16日目になると，それまで個々に独立して膜を形

成していた胞匪細胞は三角形となり，その底辺の部分

で相互に連なる。そのため分泌される膜は細胞の鋳型

を示す隆起局から，細胞の境界の残らない一様な層に

移行する。⑤その後胞脹細胞はますます突起部(三

角形の頂端部〉が低くなり，やがて表卵をとりまく平

な細胞層となって膜の分泌を続けるが，受精後26~28

日目に卵膜は50~60，u となって表卵から分離する。

E 今後の問題

⑧ 膜形成前の胞妊細胞の下に多量の卵黄頼、粒が包

まれるが，これが膜形成に関係があるかどうか。 ⑥ 

この膜の特に突起部の構造はどうなっているか。@

形成中の膜の裏側には明らかに中性赤で染まる微小穎

粒が付着しているがこれと膜形成とがどう関係してい

るか。 ④この膜の分離と駐を句むクチクラとの関係

など。

第 6回(賢島)1970 

Tomocerus minutus Tullbergの卵形成

松崎守夫(福島大・教育・生〕

乱t1.MA TSUZAKI : Oogenesis of the springtail， T omo-

cerus minutus (Collembola) 

Insectaの卵形成に関する研究は， STEIN(1847)の

カブトムシについての報告をはじめ Pterygotaについ

てのものが殆どであり， Apterygotaについては僅か

に Thysanura一種 (Thermobia)と Collembola一種

(Anurida) が知られているのみである。このうち

Thysanuraは Odonataや Orthopteraなどと同様に

Panoistic型であることが知られている (PERROT，

1958， BONHAG， 1958， CONE， 1967) カ~， Collembola 

については CLAYPOLE(1898)らの詳細な報告があ

るにもかかわらず，その卵形成様式については殆ど知

られていないので， Tomocerusについて観察したあ

らましを述べる。

Tomocerusの卵巣は CLAYPOLE(1898) により報

告された Anuridaとほぼ同様の形状をしめす。すな

わち，消化管の両側に 1対存在する不規則な嚢状であ

り， Thysanuraや Pterygotaの卵巣とは著しく異な

る。

Germarium は第 3ー第4腹節の背側に存在し， こ

こから germinalnucleiとnutritivecellが分化して卵

巣内に移行し，卵形成が行なわれる。 Dieroistic.type 

とよばれるゆえんで、ある。



各卵巣に含まれる卵母細胞数は不明であるが，一回

の産卵数などから推して10数個がほぼ一様に発育して

産卵される。卵形成の初期には個々の卵母細胞の形は

極めて不明確であり，成熟卵となっても卵巣内にある

問は一定の形(球形〕をとらない。

o nutritiv巴 ce¥lの分化と卵黄形成

各卵巣において germariumから分化した10数個の

ce¥l groupは， それぞれ 1 germinal cell と 7~9

nutritive cellから構成されており，紐状となって卵

巣内に移動する。この時期の germinalcellとnutntJve

cell の構造をみると，核の大きさは約 5~8μで、内部

に 1~2個の仁をもつこと，細胞質には ribosome が

密に分布し mitochondria も比較的多いが er.golgi 

bodyなどは稀に認められるだけであること，などは

共通で、ある。しかし nutritivecellでは核に chromatin

が散在しているほかに，核膜に近い細胞質に nuc¥ear

extrusionと思われる微小穎粒の集塊がみられるので

両細胞は容易に区別できる。

nutritive ce¥lはその後急速に成長して卵黄形成に

関与する。すなわち， 核は最大直径が18~20μにも達

し， nuc¥ear extrusionも引続き盛んに行なわれる。し

かし，卵黄形成が終ると急速に退行する。

卵黄形成の過程をみると，まず脂肪性卵黄が現われ，

次いで蛋白性卵黄が形成される。脂肪性卵黄形成の機

構は明らかでないが，蛋白性卵黄の形成の過程は次の

3つがあげられよう。

① 小胞に包まれることなく集積してつくられる過

程

②小胞内に徐々に濃縮されていく過程

③ Pinocytoticな過程

この 3 つの過程のうち，最も多いのは①。~③はある

程度関連性があり，他の orderの Insectaと共通性

が認められるが，非常に少ない点で異なる。

何れにせよ， Tomocerusの卵形成は昆虫類の他の

Orderとは著しく異なり，むしろ Myriapodaのそれ

に近いことは興味深い。

ウリハムシモドキ卵のM域決定について

宮慶一郎・小林芳弘(岩手大・農・応昆)
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K. MIYA & Y. KOBAYASHI: Further study on 

embryonic determihation in Atrachya 

menetne 

産卵後24時間のウリハムシモドキ卵を， 30日以上，

5
0

Cに冷蔵し，再度26
0

Cに加湿すると，種々の重複

怪が形成される 宮ら (1966)。このことから本種の卵

は，他の鞘趨目昆虫卵よりも大きな調整能を有してい

ることが予想される。

E杢原基形成に関係する卵内の要因を解析するために，

産卵直後から匪帯が形成される産卵後30時間までの 6

つの時期に，卵の種々の部位に結重点処理をすると，産卵

後16時間以後においては， 33~39%部位を完全に含む

側にのみ匪原基が形成され，この部域を上下に分離す

れば，前極側にも後極側にもJff原基が形成される。こ

れより，本種の卵には，以後の発生に欠くべからざ

る，発生の中心とも呼ぶべき部域が存在すると考えら

れる。

本種の卵の正常発生に関する報告宮 (1965)は，

休眠期決定に主眼を置いたもので，発生初期について

は，その概観が示されているだけである。さらに低温

処理によって重複匹が形成される過程についても，切

片観察はまだ行われていない。

そこで， n ij杢帯形成期までの時期の正常卵を観察

し，それと比較することにより低温処理期間中に起る

卵内変化を調べた。

① 分割期からJff盤葉後期までの時期に5
0

Cに低温

処理すると，処理期間中は核分裂しない。② 産卵後

21時間までに， 30日以上低温処理された卵の分割該の

大きさは，正常のそれに比較すると，小さく，ヘマト

キシリンに濃染し，処理期間中に核凝縮を起し崩壊す

る。③ これらの卵を50日間低温処理後，再度加温し

ても分割核の分裂能力は元に戻らず，陸子は形成され

ない。④産卵後24時間の正常卵では，脹盤葉細胞が

ほぼ一定の間隔で卵表に並び，細胞膜の形成も完成さ

れている。この時期に低温処理すると， 1O~20日目で

匹盤葉細胞が 2~3個重なり合ったり，集合している

のが観察される。処理期間が長くなると，それにつれ

て細胞の集合が大きくなり，卵黄中の核もいっしょに

集合体を形成する。
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2) 産卵後24時間に低視処理し，蒋度加湿すると，

種々の重複怪が形成されることが知られているので，

この時期の卵を使って，結集実験から考えられる発生

中心と，低温処理による議複眼形成の関係を調べるた

めi巳低温処理の前に結熟したり，処理期間中に結主主

する，組合せ実験を行った。

その結果 ③卵表到達後，約 3聞の分裂を完了し

た35%部佼位遣の総胞が締胞集合体に含まれた場合に

のみ，それは際原基として分化することが明らかにな

った。

以上のことから，ヌド種の卵の35%部位付近に初期発

生に関与する要因の一つが存在し，1Jf盤薬後期のこの

部位の細胞だけが，その後の脹原基形成の主体的役割

を演じる能力を持つものであろうと考えられる。

コケシロアリモドキ〈務純呂〉の$>>象形成について

安藤硲〈東京教大・理・菅平生実〉

H. ANDO : On the mid-gut formation of Oligotoma 

japonica OKAJIMA (Embioptera). 

紡脚自の中E銭形成については STEFANI(1961)の

報告があり Haploembiaでは yolkcellのあるもの

が中腸形成に関与するらしいことを観察している。こ

こではコケシ世アリモドキ Oligotomajaponicaで

のや揚形成の逃程を述べる。

アオムシコマユパチ若替の被包化経止能iこ対する

actinomycin D， puromycinおよび mitomycinC 

の影響について

::11:聖子日出男 o文京学大・生〉

H. KITANO : Effects of actinomycin D， puromycin 

and mitomycin C on Apanteles egg with 

reference to its enca~削lation叩inhibiting

capaclty. 

従来の実験から，アオムγコマユパチ卵が宿主血球

の防御反応、を免れうる原悶は卵の表面を被覆する物質

(chorion外面を co乱tしている〉には存在ぜず，生

きている卵紹腹自身の特性にあると考えられる。

本実験はこの考え方の傍証を得るために行なったも

のである。すなわち，卵の表商事J被覆する物質〔たん

白を含む酸性結波多糖類〉の化学的特性を変化させる

ことなく，卵の発生を阻止させた場合，発生阻止卵に

対し，宿主血球の防御反応が生却するかどうかをみよ

うとしたものである。

実験の結果は，まだ，予備的な段階をでていないが，

会員諸氏からこの種の実験に対する御批判を仰ぎた

し発表の機会をもたせていただいた。

紫外線照射によるセスジユスリカの援総抱蒋侵入鐙害

とその生殖巣形成，第二次性徴発現への影饗

矢島英雄(茨城大・斑・生〉

E王.Y AJIMA : Inhibition of re-entry of pole cells and 

its effect upon the formation of gonad 

and appearance of second sexual chara-

cters by UV-irradiation of Chironomus 

dorsalis eggs. 

これまでの実験よれ e セスジユス Fカの発生初

期経(極細胞形成直後より earlysyncytial blastoderm 

stageを紫外線照射 (1000μ加 /cm2 1. 5~めすると極

締結〈長室生殖締結〉の陸体内への存侵入が鐙止される

事，@碍侵入時の正常昆処理匪の比較検討より，

再侵入にはIlf盤薬細目白の極細胞を包み込むような変形

が必要な事，@ 遠心分離して緩紹抱を正常位霊堂よち

動かしてもこれら細胞は脹体内へ入れる事から，緩細

胞を取り込む能力は目玉盤業各部で差がない毒事，@極

細胞収容不能に終った駐では生殖巣の形成が認められ

ない事等が明らかにされた。

カイコ1HS休眠のシミュレーション

向国益音(東京教大・瑳・動〉

M.OKADA : Artificially induced diap呈use-likeembryos 

of the silkworm. 

これまで，カイコの休線経の特性について研究して

来たが，その結巣得られた条件を人工的に設定して非

休眠伍に与えた所，休眠lJfと非常に良く似た状態を得

ることが出来たのでそれについて報告し，私の現在考

えている休眠の機構について述べたいと思っておりま



す。

カイコの卵形成の電子顕微鏡的観察

官慶一“郎・楽原守久・谷村一郎(岩手大@藻・応昆〉

K. MIYA， M. KURI廷ARA&工 TAr、Ui¥在URA:忍lectron

microscopic observations of oogenesis in 

the silkworm， Bombyx mori. 

カブトガ二の lateralor冨an

関口晃一(東京教大・理・動〉

K. SEKIGUC日1: On the lateral organ of the hor8色ω

shoe cr主b.

カブトガニの lateralorganの発生をIJI脱皮と関連

してJf!縁してみたので，これを報令する。

経盤鶏クモ径の徽綴構造

近藤昭夫(東京教大・理・動〉

A. KONDO : The fine structures of the spider el抗日

bryos註tgerm disc stage. 
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るが，どちらとも判別しかねる勝、粒もある。他に粗い

網目状の基質の中に回心円状のニ護膜を数藤もつ貧食

胞のひとつ之も考えられる綴殺がある。この綴殺の二

重践はこの穎粒の境界膜に速なっている。糸粒体v"J:長

さ約 1μ の棒状で基質の電子密度は高い。小脳体はf誇

面で小感状のものが多い。ゴソレジ裟震は少ない。グザ

コゲン穎粒は多数見られる。隣接する細胞間にはデス

モゾ{ン様構造設が見られるが， ~主盤部ではさらに複雑

に後会している。

卵黄細胞を別にすると細胞内小器官については，各

部域の綴治を特徴づ守るような差異は箆出されない。

クモ懇の発生勾怒号

音念真(熊本大・理・主主〕

乱1.YOSHIKURA : Th芭 gradientsystem in the em-

bryonic develop立lentof Arachnida. 

グモ類の発生において最も多くみられる奨常は，付

属絞の欠損，奇形である。キムラグよそにおいてこれら

は歩肢に少なく，触肢，紋角，さらに頭葉と前方に進む

につれて多くなる。このことは怪の形態形成に一つの

発生勾配のあることを示唆するもののようである。こ

のようなこと合クモ類全般にわたって検討し，系統発

主義正線量生類においては魁僚主主にいわゆる卵爽i校総ぉ 生学的に考察してみたい。

よび際胞膜収綴という一連の現象により症が収縮する。

匹胞膜収縮は膝表面会:体で均一に走塁るのではなく上半

球では奴総が還しく 2総胞は球形となり，ここに経獲が

形成されることが多い。アシダカグモでは眠綾部の細 第 7回(水戸)1971 
胞は滋径15~30μ， IJI盤の反対1l!~に位霞する細胞は濡

平で民事さ約10p，直後約60μ，移行部の締胞は荷1警の ツメナガウミゲモの発生

中間の形状を示す。核は初期胞経までは直径 20~40μ 中村光一郎(都立国立高校〉

で総選霊期には蕊筏 5~10pになるが， 部域による差異 K. NAKAMURA : Development of a pycnogonid， Pro自

は認められない。光顕レベルでは核小体は抱i渡期から pallene longicゆ s.I. Embryonic 

匹盤期にかけて出現する development.

ドクグモ妊盤英語経についての電車葉銀雲きでは核の痘径

は約5μ(扇平細胞ではやや扇乎〉で 2~3μ の核小

体が数個散在する。各細胞は直径 1~2μ の験粒で占

められている。これらの集量殺の過半数は脂肪綴殺と怒

われる境界膜の不鮮明な穎粒で，電顕像では識しく収

縮したり網目状まと呈したり全く空洞化したりしてい

るo 数の少ない聖護軍立には小型の卵笈額粒や多治体があ

下回11ft近で採集されるツメナガウミグモ (Propa-

llene longiceρs BOHM 1879)は，卵の直径が大きく，

特に初期発生の観察に適している。

卵は械の歩間l第4節で成熟し，産卵されたのち，遊

泳開始まで捻の抱卵絞で保持される。第 1卵認は不等

全議U"e'， 産卵をも約8時間(水温230C)に起る。卵割
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面は卵をほぼ 3: 7に分ける位置に生じる。この結果，

卵は大割球と小説球に二二分される。第 2卵割は第 1卵

害1後約 2時間で起る。各溺球kえそれぞれ更に二分さ

れるが 2つの割球の卵割面および卵割順序は一定し

ない。

遊泳幼生になるまでに，怪又は幼生が少くとも 3回

の脱皮をすることは，殻の数などにより明らかであ

る。

産卵後約20日で遊泳幼生となるが，これは 1対の鉄

肢と 2対の歩目却をもっ。いわゆるわotonymphon幼生

の時期はみられない。

発ゑ初期のカブトガエ~ßの構造

I 光学顕微鏡的構造

関口晃一〈東京教大・漆・動〉

K. SEKIGUC日1: Morphological studies on the early 

embryos of the J apanese horse-shoe 

crab， Tachypleus tridentatus. 1. 

Optical micro8copic Ob8己rvations.

発生初期のカブトガニ卵の構造

E 電子顕微鏡的構造

近藤招夫 e佐藤俊明・関口晃一〈東京教大・潔・動〉

A.KONDO， T. SATO & K. SEKIGUCHI : Morpho-

logical studies on the early embryos of 

the J apanese horse叩ωsho芭 crab，Tαchy-

pleus tridentatus. II. Electron micro-

scopic observ丘tions.

内卵膜の形成や卵割様式などとの関連で，カブトガ

エの発生初綴の卵の微細構造に興味をもってきたが，

最近電子顕徴銃観察をする機会をえた。例数はあまり

多いとはし、えず，また発生段階も 7日怪 9日沼-，

15131弘 18日感と凝られてはいるが，とりあえず今日

までに得られた知見を報告して，昔話題としたい。材料

はいずれも下問で人工授精させたもので1967，1968， 

1970年に題定，包湿したものである。

7日目杢:

卵表各所マ細胞膜の陥入が見られ，陥入した 2枚の

撲はほぼ平行に卵心に向q て募状にのびている。卵表

から l∞μ以上深部に達するもの， 途中で分岐するも

のもある。総入践にそって小抱やミトコンドリアが並

び，焔入部の先端は小胞で終ることが多い。卵泰道く

の核は確認されていない。やや深部に小胞にかこまれ

た大殺の核が見られた。j;is藻類粒には電顕像を異にす

る2種がある(発生が進んでもほとんど向じ〕。卵表近

くにミトコンドリアの集塊がある。卵膜は見られない。

〈卵殻は題定前iこ徐去しておく〉

9日!恋:

卵表に達した核を数例jしか見ていないので，核をと

りまく綴鎗質の構成要素についてくわしいことはわか

らない。その他の構造は7日経とほぼ同じである。

15日匪:

新たに形成されたと思われる 2枚の卵j漢が見られる。

外側の卵膜は外表面には明瞭な境界があるが，内表面

にはJ!られない。内側の卵摸は卵表の細目色摸に沿い，

淳さ約40mpの外震と細胞践の入りこんだ内怒とから

成る。

9辞表の綴B告は丹柱上皮1たに配列している。そを細胞共

に卵表候iJti立はややドーム状を呈し，この部分に核が

ある。またこの部分の細胞膜は凹凸がはげしく全面が

内側の卵漢でおおわれている。というよりもここで内

側の卵膜の形成が行なわれていると考えられる。粗面

小胞体が発達しはじめている。

綴胞の残号すの部分には締結質は少なく，要評爽穎事立

が多い。また細胞膜は平滑で、ある。

18日展:

内側の内喜界線は厚さをま援し数μに透することもるる。

細胞のドーム梨!の部分は更に伸長し(?)円錐形と

なる。この部分の級胞膜1513n杢同様に凹凸しているが，

特に円錐部の主主部では隣接線泡との関でからみ合って

いる。ゴ/レジ体が核をとりまいて配列されていること

がある。

ユスリカの多事実性経盤葉綴怒!こおよiますむVの影響

矢島英雄(茨滅大・理・主主)JII村真…(茨城県衛研〕

H. YAJIMA & S. KAWAMURA : Effects of UV-

irradi在tionof the Chironomus dorsalis 

eggs at the syncytial blastoderm stage. 

セスジュスザカの S)叩 ytialblastodenn j努慾を殺菌



灯(15W.東芝〉でlOcm伎の距離から30秒間照射する

と，その王手鶏と後議とでは発生におよぼ十効果が全

く奨なる。すなわち，主開認で、は，極級建取込みが阻止

される以外他の部分への影響は全く見られないのに対

し，中期以降では，照射された卵のかなりのものが，

中央部を持つ経，又はi:Eく分化しない卵になる。この

事を受に確かめるために，沿照射強度を変える。 (2)

核小体の形成涛姶持との番号係会調べる。 (3) 各々の

待綴の熊射後の密後経巡%調べる等の実験を試みた。

(1)の実験は‘分裂核の発生に伴なう数の主義滅と結果

の差との関係、を切らかに吠んと試みたが，強度%1800，

1200， 600，uτv/cm2/minと変えたり，効果に援が見ら

れず，現らかに紫外線に感ずる特別な時期のある奈が

判った。(めでは，核小体形成開始が RNA畿の増加

と関係あり，線源の波長 (2537S)が核酸に吸収され

やすし らこの関係を総べようと試みたのだが，

結果は Negativeであち， '波小体形成は cellul昌rblas-

士oderm形成遼誌に行なわれる毒事ぷ'l'tlっ た 。 で ，

早童話R京、遺すと中鶏以降の照射には{滋復過程，特にJi霊童霊薬

形成にま祭がある事が判ゥた。すなわb，両者共， 25
0 

Cの機幾温度下では，照射後，30分{立の問に卵内容の

収絡が苑!?れ，そこに締約繁を伴ない分裂核が幾めら

れる。この擦義革審部の綴惣蓄電設分裂桜は内線へま取し込

あられるひやがて，雲寺需と共に一度祭められた分裂核e

綴治資は逆のコースをたどって元の位置に喪って行

くo 早期患、ではやがて完全 t.s:.celluJar blastode.nnの

形成が見られるが，中期以後の夫には見られない。以

上の惑を肢の決定期・調節能力と関係づけて考察す

る。

体緩やおよび休絞党議後の毅寮の繁喜美総胞および外経

葉線絡の微細構造

宮援一郎(岩手大・農・応尽〉

K MIYA : Fine structures of seros亘 celland ectoder-

mal cell during diapause and after termi-

nation of diapaus日 Inthe silkworm， 

家議室の休日長卵の冷蔵官官，冷蔵中および健脊務総後の

雪景摸総滋および外怒葉線殺の綴締議造の変イむについて

議会し，その意義について建予察する。

コケシロアリモドキ〈紡潟CS)の1JlJJ弱について

安藤総〈東京教大・理・喜怒〉
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H. ANDO : 01:) the pleuropodia of Oligoto明 αJapo-

nica OKA]IMA (Embioptera) 

見5訟の蕊子?とiJUlH簿pleuropod誌が形成されることは，

19世紀以来よく知られている。

WHE蕊LERと HUSSEYが，それぞれその時点まで

知られた側部についての知見を纏めているカらその後

の研究についての綜説はない。

ここではコケシ p ア世モドキの銭関!の発生の機絡を

述べ，剣勝一殺について説明したい。

カイコ滋の休綬における線数の役割

問滋主主苦〈東京教大ー理・動〉

主主.01王ADA:及。lεofthe chorion in the diapause of 

the silkwoτm， 

カイコの休眠卵の卵殻令取除くと卵を生理的犠溶液

内においても流動パラフィ γ内においても休眠が破れ，

発生が撚給される。

人工手f~本間民事告を次第に O草分庄が下るような気穏むが

で、飼育すると，百杢ミ子主主休日民郊において発生が停1とする

ステ…ジ設で発生するがそこで発生が停止し，ザイソ

ソームのアタリジンオレソジ取込能，核酸，

前駆後}緩の取込， グリコーゲン王室などすべて休日民卵と

区別出来ない状態となる。この郊を正予言のささ気に戻ず

る二日間の不応期の後発主将閉し，種々の徐総書評特有

の性霊堂は消失し，以後はiE常に発生する。

休綴郊と非休日長卵の郊霊堂の主義過伎を，喜界を殺し，デ

シケータ門中に保存し意義C領国〉速度を測定する方法

によって総定すると体怒郊のgs設は非体懸卵のそれに

比較して差益かに透過設が低いことがわかる。{休際卵も

産卵直後は非休眠卵と殆んど同じ透過性を持っている

が，躍を卵後 1日目から急激に透過性が下りはじめ 5

日自には完全体眠郊と殆んど全く同じ{尽きの透過役会

示すようになる。

以上のことから努設の透過設が次第に怒くなり酸素

の供給が減少すると経線j習は低酸素状室長で、も生存し得

るように代議?を変え一一それが偶然?に低滋にも耐え
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られる状態となる一一勺微細構造などもそれに伴って

変化する。これがカイコ主主の休線機構であると考えら

れる。即ち休艇の引金は卵殻内にあり，それによって

もたらされた酸素不足に先ず蕊子外諸構造〈邦武主主

膜，学模などの細胞〉が反応し，それが更に経子に及

ぶ，というように考えられる。

ヒゲナガカワトピケラの発生

宮川幸三(学習院〉

K. MIYAKAWA: On the embryonic st註冨邑sof Steno-
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毛趨毘 (Trichopt巴ra) の懸子発生については，

PATTEN (1884)以後まとまった研究がなく，その詳

細は切らかでないので，演者は毛主E目の発生の記述的

研究'1¥:，豊富に得られるヒゲナガカワトピケラを材料

として，閲始した。これまで

産卵罪狩寺から喜務巻f化主持まででトの卵の管管主翠， 郊の密定， 切片作

製，阪子の摘出等に関して，技術的に一応満足で、きる

結果を得た上， A王子の外部形態についてまとまった知

見を得たので，それらについて述べる。また，切片作

製の能率化を意図した方法について併ぜて述べる。

イソカこムシ卵巣上皮細胞の分泌中断と退1'1::.蒋生の

過程

教問俊樹〈東京教大・理・滋話器〉

T. MAKIOKA : De-and regenerating proc巴ssesin th日

ovarian epithelial cel1s interrupted the 

secretion of the nutritive fluid during 

embryo-breeding Qf the pseudoscorpi-

on， Garypus japonicus. 

第 8自〈富士)1972 

受務iこ伴なうカブトガエ郭の郭表撲選の変化

近藤昭夫(東邦大・理・生)

A. KONDO : Morphological studi色son the egg surface 

of the horsヶ shoecrab. 

従来，カブトガニ卵には卵黄漢は存在しないといわ

れてきた。すなわち，受精時の卵膜としては卵殻のみ

があり，これが直接卵の細胞模に密議している，とい

うことのようである。受精後数日で粘液様の薄膜が形

成され，更に強認な内卵撲が形成される。ーカクモ類

で、は，最初から卵殻と卵黄膜とが存在し，発生の進行

につれて跨殺が区21Uできるようになるといわれてきた

(はじめはこれら 2卵膜と周辺細胞質が密着している

ため区別不能〉。しかし， ドクグモ卵を電子顕微鏡観察

した結果，卵黄膜t土産卵直後には存夜せず，受精とほ

とんど同時に形成されはじめ胞匪期に完成することが，

ほ~'努らかになった。カブトガニの場合についても興

味があるのマ電顕観察をはじめた。材料は1971年夏に

下æ~こ於いて人工受精させたものである。

未受精卵

卵撲は卵殺のみである。卵殻は淳d約Q，lmmで，多

層である。各層の境界には樹脂の浸透しない小孔が並

んでいることが多いがはっきり層を区別することはで

きない。最外層はやや異なゥた様相を塁す。卵殻のす

ぐ内側には民事さ 3~4μの， 細胞膜の管状突起で満た

された層があり，管が弱いて内経物資が卵設と連絡し

ているらしい像も見られる。周辺細胞質にはさ足胞と糸

粒体が晃られる。

受精後 1時間

卵殺の最外層の電子密度はf尽く，他と拐らかに区別

できる。卵殺と細胞膜との閣にすきまのある所では細

胞膜に突起が見られ，その外側には不定形の沈澱物ら

しいものが見られる。潟辺総抱質と卵殻とが密着して

いる所では，細胞践の固定北態がよくなく，卵殻内磁

の主義にも綴滋質が入ちこんでいるらしい。グリコゲン

穎粒も多い。

受精後3草寺鶴

細胞膜が平滑なところでは細胞膜と卵殻とが分離し，

周辺細胞質に小胞や突起が多いとこ絡では卵殺はそれ



らに援している傾向がある。どちらの場合も沈澱物

(分泌物〉が両者の間に見られる。まれに細胞膜陥入

が見られる。デ、スモゾ…ム様構造は不明瞭だが2枚の

j漢は平行で，分岐していることもある。小胞がつなが

って陥入践を形成していると思われる像が見られる。

観察例が少ないためよ述の記載をその段階の代表と

考えるには少々無理があろうかと恩われる。また時f均

的経過も少くとも初期路経まで追わなくてはいけない

だろうが，節足動物の多くで光顕的レベルで、いわれて

いる卵黄線はやはり存千億しないもののようである。

カブトガエニの器宮及び舷埼養

山道祥郎(東京教大・淑・動〉

A. YAMAMICHI : Embryo and organ cultures of the 

horse-sho邑 crab.

クモ卵とカプトガユ卵に存在する類似形態 cumulus

posteriorの座発生における役割について，グモ郊で

は， HOLM(1952)の移綴実験によっ organizerとし

て，直接的には，背部域の形成に関与していることが

調べられている。カブトガエ卵では，関口 (1966)の

電気焼灼実験により， cumulus posteriorは形態形成

に影響を与えていないという結果になったが，更に明

確に調べるのに，佐の部分的除去ーや移植実験が従来の

方法では，困難であるので培養実験により解こうとし

たのが出発点である。潟産無脊椎動物であり，系統的

には，節足動物の祖先に近い三葉虫に近縁であるカブ

トガエの阪及び幼生の形態形成，発生に関連した内分

泌等に関ナる問題の発見とその研究合意図して，

方法の開発を試みた。

今回の実験は， A.器官;情養(著書官一心臓の断片会

懸滴法と型軽天を土台とした時計JIIl法で培養)B.際情

養(卵の)jf:域のみを卵演をできるだけ除いて懸j商法と

レンズペーパー法で培養)C.卵!渓タト培養〈卵藻を除

いて，滅菌海水中で絞全体を培養。但し第 1田隆脱皮

以前のものは，背部域-)jf外域が損壊するので B.に

近い意味になる。〉である。

カブトガニの経発~(こ伴なう図書~~:夜の変化

杉田博昭(東京教大喝理・動)
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H. SUGITA : The changes of prot日incomponents in 

the perivitelline fluid d立主主19the em-

bryonic development of the hOfS巴『

shoe crab. 

カブトガニ卵は，受精10l数日後に deutovu治安卵表

に形成し，その内側(閤卵怪〉に水を取り込む。肢は

鮮化ずるまでに，この中で 4聞の経脱皮を行なうー

この間，函卵腔に7](が取り込まれ deutovumはふく

らみ，続ける。

この閥卵液は，肢の液体環境として重要な意、議(カ

ブトグニが生きている化石と云われることを思うと〕

をもっていると考えられ，又，これの吸水に関与する

物資もこのやに存在していると怒われる。

結果の要約

・凶卵液には， B-1， Hemocyanin (H)， B-2お

よび mll10rなタンパク質が分泌される。

・B-lとHemむcyaninは糖タンパク質であるがB一

2はそうでなし、。

• B-1は未受精卵から存在し，最初に西卵液中に分

泌される。

• Hemocyaninは EM-I後に生淡され， EM-1I後

に分泌されるが， EM-lV後には閉卵液中に存在し

ない0

・E芸卵液中の Hemocyanin分子は酸素と結合する能力

がある。

・B-2は， EM-lV後にはじめて， 図卵液に分泌さ

れる。

考察

・B-1とHemocyaninの函卵液中の存在量に変化が

あり，その変化と液量の増加との関係から，賞受?刀に

分泌され静化する支で存在するお-1が間卵液の浸

透任務節tこ関与していると思われる。

・肢の発生環境としての囲卵液に functior叫 hamo-

cyaninが存在することは駐が多量の酸素を含んだ

体外環境に位置していることにほかならない。これ

は，吸水によるふくらみ湾様，患にとち非常に好都

合な現象であるにちがL、ない。

・中性赤で生体染色される部分，すなわち，外部から

中性赤を取り込む部分は， lateral organしか確認さ
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れていない現在， la teral organが Hemocyaninを分

泌および再吸収している可能性は強いと思われる。

・文， このことは lateralorganを通じて Hemocyanin

が酸素を体内に供給している可能性をも考えさせ

る。

イソ力二ムシ卵巣の機能交1~

牧岡俊樹(東京教大・理@臨海〉

T. MAKIOKA : An alternation of the functions in the 

ovary of the pseudoscorpion， Garypus 

japonicus. 

イソカニムシの卵巣は，卵形成機能のほかに，外分

泌器宮としての機能をもっている。これら両機能は互

いに交代しており，その変化は卵巣の形態変化として

とらえることカ2で、きる。

ここでは，卵巣の組織構造の変化にもとづき，卵巣

機能交代のひとつのパターンをあきらかにし，併せて

卵巣の活動サイクルについて考察したい。

ツメナガウミゲモ Propallenelongicepsの発生

(その II)

中村光一郎(都立国立高校)

K. NAKAMURA : Development of a pycnogonid， pru-

pallene longice ps. II. Metamorphosis. 

ツメナガウミグモの卵は産卵後雄の担卵肢に瀞泳幼

生となる迄保持される。卵は球形で柄をもち，共通の

環状部に付着しこの環状部は腕輪のように担卵肢には

まっている。気温約 23
0

Cの室内で飼育すると，産卵

後約 6時間で第 1回の卵割がおこり 2細胞となるが，

この第 1卵割は不等全割で2細胞期には大小 2つの割

球ができる。第 1卵割後約 2時間で第2卵割がおこり

各割球は 2分されるが，第2卵割面と第 1卵割面の位

置関係，大小 2割球の卵割のJI原序は一定しない。この

後しばらくは約 2時間おきに卵割がおこり約24時間で

胞経期に達する。以後，外部からの観察では不明瞭に

なるが，産卵後約 3日で吻が区別できるようになる。

更に発生が進むにつれて吻の両側に 1対の鉄肢ができ

胴部に 4ケ所くぼみがみえるようになる。産卵後約 6

日で第 1回の脱皮がおこり，この際卵殻もやぶれ鮮化

する。第 1回脱皮後，目杢は鉄肢で卵殻をはさむように

して頭部を柄にむけて付着している。脱皮前にみられ

た体のくぼみは第 1歩脚，第 2歩脚の原基となる。

第2回脱皮は第 1回脱皮後約 1日でおこる O 日到主体

長を増し背部に限点がみえるようになる。第 1，第2

2長抑は長くなり 4ケ所で折れ曲っている。肢の先端

の爪も明瞭になる。第 3回脱皮は第2回脱皮後約 6日

でおこる。この脱皮で怪は溌泳幼生となり，担卵肢を

離れ自由生活にはいる。幼生は 1対の鉄肢と 2対の歩

脚をもっ。第 1歩脚は 8節であるが第2歩脚は腿節と

第 1匹節が未分化で7節である。以後，在意泳幼生の飼

育は気温約20
0
Cで行なった。

第4回脱皮は第 3回脱皮の約12日後，第5回脱皮は

更に約12日後，また第6回脱皮は更に約14日後におこ

にそれぞれの脱皮により歩脚が 1対ずつ増す。新し

く生じた歩脚は7節であり，次の脱皮により 8節とな

る。第6回脱皮により第 1歩脚の基部腹側に 1対の担

卵肢ができる。担卵肢は10節で成体と同じであるが成

体雄にみられる第 5節先の癒状隆起はみられない。

この頃より成長に著しい個体差があらわれ，早いも

のでは約 1ヶ月後に第7回の脱皮がおこる。この脱皮

では体は大きくなるが形態的に大きな変化はない。更

に 1~1. 5ヶ月後に第 8 回の脱皮がおこる。この結果，

将来雄になるものでは吻基部に小さな突起があらわれ

る。雌では各歩脚1退節に卵巣ができる。第 9回脱皮は

第 8 回脱皮後約 1~1. 5 ヶ月でおこる。雄では 2 節の

蝕肢ができる。 i雄では各歩脚の腿節の中央がふくらみ

卵巣の中央部の 2コの卵が大きくなる。

ツメナガウミグモにはウミグモ類の幼生形である所

謂 Protonymphon期がない。 Protonymphonを経て

発生する類では幼生期の 3対の付属肢は鋲肢，触肢，

担卵肢となり，脱皮のたびに歩脚が 1対ずつ増える。

これに対しツメナガウミグモでは，鉄肢，歩脚，担卵

肢のJI買に生じ，雄のみにある触肢は成熟直前の脱皮で

完成される。



アオムシコマユバチの寄生が寄主モンシロチョウ幼虫

の血液におよ{ます影響

北野日出男(京都大・理。動〕

H. KITANO : Effects of the parasitization on a 

braconid， Apanteles glomeratus on 

the blood of its host， Pieris ra 1うM

crUClVora. 

I 体液重量および、体液量について

E 各種血球数の比率および血球密度の変化につい

て

演者は，前論文(昆虫， Vol. 37， no.3 : 320-326， 

1969)において，コマユパチの寄生をうけた宿主幼虫

(5令メス〉の血球密度 (Totalhemocyt巴 counts)が，

無寄生幼虫 (5令，メス〕のそれよりも有意、に高いこ

とを報告した。

今回は，寄生が宿主の体液重量，体液量および各種

血球数の比率におよぼす影響について，いくつかの知

見をえたので報告する。

I 体液重量および体液量について

本研究は被寄生宿主 THC増加が，体液量の減少

に起因するものか，血液中に浮激する血球数の場加に

起因するものかを明らかにするために行なった。

方法:略

結果および考察

まず，興味あることは，メスの体液重量がオスのそ

れよりも有意 (P<0.05)に大きく，寄生をうけた場

合にはこの差がなくなることである (P>0.05)。

宿主体内のコマユパチ幼虫数 (2令後期〉と宿主の

体液重量との相関は，ほとんどみられない。また，被

寄生メス幼虫の体液重量と，無寄生メス幼虫のそれと

の間には有意差がなく (P>0.05)，被寄生オス幼虫と

無寄生オス幼虫の間では，危険率0.05で有意差が検出

されたが， 0.01では有意差はなかった。

一方，体液量は，宿主のメス・オス幼虫聞で，ほと

んど差はなく，メス・オスの値を合計した資料を用い

ての，被寄生・無寄生幼虫体液量の比較では，危険率

0.05で有意差はみとめられなかった。なお，宿主の体

容種については，被寄生・無寄生幼虫間で有意差がみ

とめられた (P<0.05)。

宿主体内のコマユノミチ幼虫数と宿主体液量との聞に

も，相関はみとめられなかった。
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以上の結果は，前論文の結果が，被寄生幼虫の体液

量減少に起因するものではなく，血液中に浮滋する血

球数の増加に起因するものであろうことを示唆する。

E 各種血球数の比率および血球密度の変化について

本研究は，宿主の各種血球数の比率 (Differential

hemocyte counts) および THCが寄生によって，ど

のように変動するかを経時的にみたものであり，これ

によって，宿主血球の異物に対する防御反応ならびに

コマユパチ幼虫の宿主血球に対する“Immune"現象の

実体の一面を理解することができるのではなかろうか

と考える。

方法:111各

結果および考察:

モンシロチョウ幼虫の血球は，原血球 prohemocyte，

プラズマ細抱 plasmatoc:，巾，穎粒細抱 granularhemo-

cyte，エノシトイド oenocytoidの4種に分けられ，防

御反応 encapsulationに関与する血球の大部分が pla-

smatocytesであることがわかっている(高田・北野，

1971)。

今回の観察の結果， DHCにおいて無寄生および被

寄生幼虫聞で顕著なちがいをあらわした経時的変化を

示した血球は prohemocytes，plasmatocytesである。

すなわち，無寄生幼虫においては，ほとんど経時的変

化をみせなかった二種の血球が被寄生幼虫において，

宿主の 4令 2日目，コマユパチ卵産下後 2目白の観察

で、は， prohemocytes 46.4% (無寄生幼虫では 18.0

%)， plasmatocytes 21. 6% (無寄生幼虫では57.5%)

であったものが，宿主の 5令 3日目，コマユパチ幼虫

1令 3日目の観察で prohemocytes10.9% (無寄生幼

虫では4.8%)，plasmatocytes 61. 6克(無寄生幼虫で

は59.0%)という経時的変化を示している。

ここで問題となることは，防御反応に関与する

Plasma tocytesの割合がコマユパチ卵産下後 2日目の

時期で無寄生宿主のそれよりも，約 1/3に減少してい

ることである。昆虫類の血球分化に関する一般的な考

え方:prohemocytes-'plasmatocytes (Barigozzi， 1969) 

に従うならば， 寄生によるなんらかの要因が prohe-

mocytesの plasmatocytesへの分化を抑制していると

も考えられよう。さらに，宿主 5令 3日目，コマユパ

チ幼虫 1令 3日目以後には， 被寄生宿主の prohemo-

cytesおよび plasmatocytesの割合は無寄生幼虫のそ

れに近づくが， この時期にかならず防御反応 encaps-
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ulation念生態せしめる異物を毅寄生積主?な注入した

笑験では Totalplasmatocytes∞untsが無寄生宿主

のそれよりも有意 (Pく0.05)に大きいにもかかわら

ず，まったく pl在sm註tocy協の勝喜雪反応能力の潜失し

ていることがわかる。

L 、し、かえれば， うけた宿主幼虫の plasrr削小

cytes乱事毒物への Cont語ct-adhesIveactivityが喜重度に

低下した状態におか持ているといえよう。ミ等生体から

のなんらかの物質がこの activityを低下さぜているの

か，または，苦手生による宿主体液内の trehalose減少

(Dahlman， 1969)がこの康問となっているのかは不

明である。

なお， Tl主C の経!録的変化は，諮主4令2箆習の観

察をのぞいては，常に数寄生溺::i:の THCが高い僚を

示している。

チャバネヒゲナガカワトビケラの卵形成

松精守夫〈福島大@教脊 e生〉

五d.MA TSUZAKI : Oogenesis ぉ caddisfly，Paraste匁0-

psyche sauteri. 

卵巣t主左右各々約 130の交Ji栄養室謹の卵巣小管か

らなる。 各々の卵巣小守ぎの卵藻巣 vitellariumVこは，

平均呂ケの界室(1コの喜界母線路と 2コの栄養総稔か

らなる〉が見られるが，特に後方に位澄ずる 4ヶのjjls

室の発?を‘段階がほぼ一様である点は本穫の特徴である。

言言卵芸変形成期:その初期において栄養総滋の各所に

ミトコ γ ドリアが著しく増殖するが，この場合集団合

つくっている例が多い。栄養締約と卵長まと総滋とが援

している ringca:託証lの部壌にも多数のミトコンドFア

やリボゾームなどが兇られ，これら細胞内小器官が送

られていることを示唆している。このことは伎の交互

君主卵巣の場合と!弓擦である。なお ringcanalの ring

の edgeの構造は， Mecoptera， Dipteraなどのそれよ

りも， Lepidoptξraのそれに似た構造であることは興

味深い。

卵黄形成:脂肪卵演の起源は他の多くの動物の場合

と同様に紛らかでないが，その成長の過程に 3つの段

潜があるように見受けられた。たんぱく卵演の形成は，

脂肪卵裁の出現開始の時期より多少おくれて現われは

じめるが，界締結繁全域におL、て急速におこる。卵表

におけるどノサイトーシスによる際美成分のとち込み

はき初期には余り馨しくない。

卵殻膝の形成:卵黄形成開始の時期とほぼ同じ墳に

卵表に発達した microvilliの潤擦に電子密度の高い物

質として蓄稜されはじめ，卵爽形成が終る演には約2

μの康治になる。しかしこの時期になっても，そのj替

の各所におicrovil1iの名残りが洛えずに残っている。

卵黄燦形成後， fg卵紹胞は剥離して見えなくなる。

栄養細胞:卵策形成後期には卵細胞への物資の供給

は極端に減少するが，栄養綴お禁?とは，ときにアユュ

レートラメラが核放出物の重奏塊のところに現われてい

るのが見られることが特記すべき事実である。

オオエニジュウヤホシテントウ卵母細胞の退化に伴なう

書評該総の変化について

楽療守久〈務手:た・農.)ie;.!'急〉

M. KURIHARA : Changes in germinal vesic1e of the 

degen巴ratingoocyte inEpilachna 

τligintioctomaculata MOTSCHUL-

SKY. 

ヌド穫の足立虫を 1138時間照明で飼育ナると発背中の

卵母総胞は退化する。その際卵核胞に現われるご滋類

の特異構造について，とくにその起源と出現する時惑

に注意しながら光学および電子顕微鋭で観察した。

1. 正常)?JpJ核胞には前夢野猿形成期のとf'tx頃，マ世世

一染色で、赤染ずる仁が現われ2 卵黄形成期の吉íI~手ま

で，その数さとf脅し，かつ徴小頼粒となって核中に分散

ーする。

2. 塁f国葬核!fri:li:こ現われる二種類の構造の 1つはs

マ1"1)-染色で赤染する均質な被!撲をもっ巨大な球状

体で遜常 1，1弘樹，t核の中央に現われ，最大約45p(径〉

。後の嬢造は-;， p lJ-染色で安染され， l'二に

接して形成される場合ふ絞膜の内側jに接して形成さ

れる機会がある，電子綴徴銭で観察すると，この構造

ははじめ数小毅数が集会した状態であるが，発途する

と断酒約〔筏〉の経状体が来状に競員百五しく況列した

る構造をし七いることが解った。

衛構造とも，その起滋については未だ不明の点が多

いが，仁と草野擦な関係をもって形成されるものと忠、わ

れる。



ヒゲナガカワトピケラ Stenopsychegriseipennis 

MacLachlan (Trichopte開〉における念猫巣の形成

について

笈JII主主三〈学習筏〉

K. MIYAKAWA : On th巴巴mbryogenesisof the gonad 

of Stenoρsyche griseiPennis MAC-

LACl王LAN(Trichoptera) • 

genital ridgeの分化はおよそ産卵 130時間後に起こ

る。 genitalridge はこのE寺第 2~第 7 腹節に分布し，

若手体節に 1~2 この germ cむ11を容してし、る。

germ cellはその核が他の中経葉由来の細抱の核よ

り大きし切るく，エオシγ(7)に染まった大きい

仁を持つので識別できる。しかしそれ以前の持鶏では

所夜が不明である。なお， Jfri1n主期に polarcellはみつ

かっていなし、。

発生が進むと genitalridgeは生殖巣原器として独

立し懸子反転の少し訴の 150 待齢援では第 3~第 7

股節に，さらに脹子反転後の 170持齢経では第4~第

5腹節に凝縮し，最後には第5腹節に定法する。この

状態は，幼虫葉o，言言鼠期を経て緑化初期まで変化しな

。、
=
u
w
 

匹子期の生鴻巣原器は横断面が背腹方向に突出した，

iまx円筒状で，マルピーギ管より少し太い。原器の組j

般はヘマトキシザンに特に濃く染まる。片側の原器の

やにある germc!e11の数は附化直後の幼虫で約101闘で

ある。この数は genitalridge形成当時と変らないと

みなされる。

生殖巣から体外へ通じる導管の形成はおそく漏化の

数日間に起こるものと考えられ，前橋期にはまだ形成

されていない。この事実は DODSON(1935)が Phiy-

ganeaで観察したことと全く一致するものである。

外形より晃た数種の双鐙!:'H喜虫怒発生の比較

タミ滋英雄〈茨城大・理・主主〉

日.YAJIMA : Comparison of embryonic dev巴lopment

arnong several dipteran species by the 

observa tion of ext邑rnala滞在aranc己s.

セスジユスリカ，エリユスリカ，ク世パヌマユスリ
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カ害チョウノミェ，ケヨソイカの妊発生を外形の綾察より

比較した。 (1) 卵形と完成幼虫体の配置との関係，調

査したもの全て，凸商側・凹箇(平面〕の二側をもっ

卵形だが，ケヨソイヵ)j.fの複麗は出面側に磁し，報告

されている Culex等も湾乙である。他の者iは全て3菱

商は凸関側に面する。 (2) 頭補の形成 cepbalicf ur-

rowの形成が，クロパヌマユメ、リカ，ケヨソイカで見

られ，後者では更に後illUi:こ大きた惑を形成する。これ

らは全て座条完成期までに消失する。三種の品スリカ

の内グロパヌマユスリカのみE費補が見られるのが変っ

ている。 (3) 長戦の腐りの回転運動，セスジユスリ

カでは絞条形成中， A壬条完成後の 2回，卵内容が界長

軸の周りを180。回転する事が知られる。同様に 2巨i回

転ずるのはエリユスリカのみで，ヌマユスリカ，ケヨ

ソイカは後の時期にみられる l@]のみ，同様の事は

Cule必 simulia(ブュ〉で知られる。チョウパェには

この間転運動は見られない。タマパェの仲間でも回転

運動さと行なわない奈が知られる。 (4) フ化渡部に見

られる幼虫体の螺旋化，背部閉鎖後幼虫体はま美総方向

に伸長しようとするが，卵殻内では充分なスペースが

ないため，セスジ品ス yカ，ヌ?ユスリカでは幼虫体

が卵かくの内側で螺旋:伏によじれる。その他の調査し

た虫では体がやι折れ曲がる程度である。

以上の観察より， クロノミヌマエエスリカはと&スリカの

仲間では少し変っているし，ケ沼ソイカは発生様式が

Culicidaeの夫?こ似ている事が判った。

尚，ヌマユスリカ，エリユスリカの極細胞形成に関

し，これらがセスジュスリカと (1) 極穎粒の様子。

(2) 形成時期等で黙なる事も併わせのべる。

家蚕のま豊穣分化に関するニ・三の問題

宮慶一長[l(岩手大@農 e応昆〉

K. MIYA : Problerns on differentiation of serosa in 

the silkworm， Bombyx mori. 

家議の休限界を用い，遠心処理によって言葉毒薬の分危

に関する問題点を検討した。

1. 家蚕の)j.f盤薬形成においては，いわゆる syncytial

blastoderm cξllulav blastodermの議JJI]fま不可態で，

卵袋に到達した分割核から遂次細抱膜が形成され，

さらに)j.f域においては直ちに細胞の繁殖が始まる。
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2. 分割後期から怪盤葉期および怪帯期に遠心力処理

によって締胞または該が移動させた場合，処理費寺第

によってその後の楽膜形成への影響が大きく異なる。

菜線形成の組害される割合札奨援形成期，分議後

期， m~帯後期のJJ買で多くなる。怪盤薬期の場合には，

禁!渓形成は殆ど隆警を受けないが，袋撲を構成する

細脇核は少なく従って個々の援膜細絡は大きくなる

が，これは主主外域に到達した細胞数に比例する。

3. :1設模縮抱の少い卵や，奨淡の構造に異常が生じて

いる卵では，jfEの発予言が休日民卵であるにもか Lわら

ず停止しないように怒われる湯合が多く，訟の発脊

や停止と楽膜の間に何等かの関係がありそうであ

る。

9 @j (八i龍平)1973 

オオエエジュウヤホシテントウ成虫のJ1~幾小管の徽細構

造

栗原守久(岩手大・農。応、見〉

主主.KURU王ARA: Fine str江cturcof the adult ovariole 

in Epilachna viginがoctomaculata

MOTSCHむLSKY.

本穫の卵巣小管，とくに形成総抱巣における栄養総

胞や卵母細給の微細構造についてはすでに松崎 (19

65)の観察がある。演者は卵母細胞が退化する際の形

態的変化を中心に本穫の卵形成をみているが，今回形

成細細巣における栄養細胞と卵母細胞の連絡の状態，

郊ち栄養管の構造を考えていく上で参考になると思わ

れる 2，3の資料を得たので報告する。

ゴキブリ卵形成過設について

大木健市(名大・教養@生)

K. OGI : On the oogenesis in the cockroach. 

Peri planeta Piceαの小卵巣 (Panoistictypeであ

る〉内の oocytesの成長や成熟の過程を，その Par凶

affin 1;1]片について， Delafield's Hematoxylin， Methyl-

gr，配IγPyroninY，. Feulgen反応， Toluidine blue， Az-

U閃 B.などで、染色し，光学顕微鏡で観察した。また，

切片を RNaseで前処理してから向様に染色をして観

察した。

特?こ注gされるのは， 若い成長やの oocytesで

は，早くから多仁であることと，若い時期には大きな

Germinal v部 icle.内には染色体が見出せないのに，

Yolk DepωitIonの開始期になると念、に長大な Lam-

pbrush Chromosomesが現れることとである。

イニや Lampbrush Chromosomes の loopsは Tolui-

dine blueや Azur日 Bによく染る。しかるに切片を

RNas己で処理してから染色すると，これらの部分は

染色されない。従って，これらの部分には多設の RNA

があると思われる。 RNase処理切Jrでは lampbrush

Chromosomeの Axis上の Chromomeresの鎖だけ

が， Methyl Green-Pyronin Yで Greenに，また，

Feulgenで赤く染略される。仁については僅かに

Greenに染るらしいが，ここに DNAがあるかどう

かは明確でトなかった。

何れにしても仁や LampbrushChromosomesに

RNAがある事は確かで，仁の出現特異耳と Lampbrush

Ch.の出現時期の違いと，卵成熟過穏とを比較検討す

ると，この仁依存 RNAと LampbrushChromosome 

依存の RNAとに機能的な皇室のある事が想像される。

家漆ジナンドロモJL-フの生磁擦の線路短緩学露骨量塁察

玉沢享(北大・幾・蚕〉

S. T AMAZA W A : Cytohistological observations on the 

gonad 6f gynandromorphs in the 

silkworm， Bombyx mori. 

~虫の性形質の発現は，ホルモン的なものによって

支恕されないと考えられていたが， N諮問 (1966)は，

ヨ山ロッパ産のツチボタルで初めて性ホルモンの存在

を証号号した。しかし家蚕の役形質の発現は，ホルモン

様物質によって支配されないと考えられている。著者

は奈卵の過冷ご却処理命で得たジナンド口モノレブの幼虫で，

精巣中に卵母細胞，卵管柄の混在するもの. また卵巣

中に精母細般の混在するものを観察した。このような

生高車線がいかなる発達をするか，また磁雄の生殖綿般

が奥i生の生娘巣内でいかに発達するか。つまり性形質

の発現にホルモγ様物質が介在するかしないかは，綴



る興味深い点である。これらの点をしらべる目的で本

実験を行なった。

実験方法

第 2白卵 (W2).赤卵 (re).赤蟻 (ch).黒縞(ps).

姫 (P). 因子を指標とし，十ch/+ch ps/ps re/re 

十wz/+W2 x ch/ch p/p +re/十reWz/W2の産下直後

の卵を， -100 Cに処理し，発生の異常 (2精子メロゴ

ニー核と正常受精核の混在に起因する。〉によるモザイ

ク蚕を誘起し 5齢起蚕で， 腹面斑紋が psと pの

モザイクで，明らかにへロノレド線と石渡線を有する個

体をジナンドロモノレフとして識別した。これらの個体

の生殖線を，幼虫ー踊ー蛾の各時期に固定し，細胞組

織学的に観察してその発育過程を比較検討した。

観察結果および考察

(1)雄の生殖細胞は卵巣内で正常に発達し精子形成す

る。(の卵巣内に雌雄の生殖細胞が混在する場合，雄生

殖細胞は正常に発達するが，雌生殖細胞の発達は阻止

され，成虫期には，退化の状態を示す栄養細胞，卵細

胞が見られ完成卵の形成が少くなる傾向がある。また

輸卵管は張大化せず，その梢端部に精子を包含する肥

大部が見られる O 精巣内に混在するi雄生殖細胞の発達

は，卵管柄の有無により相違する。 (3)精巣内に卵管柄

が混在する場合は，踊期に包卵皮膜細胞に囲まれた栄

養細胞。卵細胞が見られ，成虫期には数個の完成卵が

形成される。 (4)しかし卵管柄が混在しない場合， I峰生

殖細胞は幼虫期に卵母細胞まで発達し，踊の初期には

栄養細胞，卵細胞に分化する。しかし焔の後期および

成虫期には，これらの細胞中に空胞が認められ退化の

状態を示すものが多く見られる。また包卵皮膜細胞に

固まれた栄養細胞。卵細胞は一個も認められない。し

かしながら，包卵皮膜細胞なしに卵黄形成した卵細胞

が認められた。蚕卵の卵黄形成について，包卵皮膜細

胞が重要な役割を果すと考えられているが，この観察

結果から包卵細胞が関与せずにg 栄養細胞と卵細胞の

みで卵黄形成が行なわれるということは，頗る興味深

L 、点であるo

ジナンドロモルフの生殖腺は種々の異常な形態を呈

し，精巣または卵巣に由来するか判断し難いものが多

いが，このような生殖巣の内部には，雌雄の生殖細胞

あるいは卵巣と精巣のそれぞれの組織が必ず混在す

る。またこのような生殖線では，雄生殖細胞は正常に

発達し精子形成をしているが， ~准生殖細胞および卵管

29 

の発達は阻止される傾向が見られる。この現象からt能
性形質の細胞の発達には，なにか特異的な物質が必要

なのかもしれない。

今回の観察結果から，ジナンドロモルフの性形質の

発現に，ホルモン的なものが介入したと考えられる現

象は確認されず，細胞の遺伝子組成のいかんによって

直接発現されるものと思われる。しかし雌性形質の細

胞が発達するためには，なにか特異的な要素が必要と

思われる。

カイコの婿卵巣および休眠卵の炭水化物代謝における

問題点

鈴木孝一・宮慶一郎(岩手大・農・応昆〉

K. SUZUKI & K. MIYA : Studies on the carbohydrate 

rnetabolisrn in pupal ovaries and dia-

pause eggs of the silkworrn， Bombyx 

押'lorz.

1. 踊卵巣

血液中の trehalos巴より卵巣の glycogenが合成さ

れることが山下@長谷川 (1964，1965， 1969)によっ

て明らかにされ Lかも trehaloseー→ glycogenの

代謝系が調べられた。しかし踊卵巣の炭水化物の分解

系の存在およびその意義については不明である。そこ

で嫡卵巣の発育にともなう炭水化物代謝の関係をさら

に明らか十こするため， 解糖系の調節酵素である pho-

sphofructokinase (PFK)とベントースリン酸経路の

a bコttleneckである glucos←6-phosphatedehydroge-

nase (G6PDHase) の卵巣発育にともなう活性変動を

調査した。

その結果，化踊 3日までは比活性 (rngprotein)あ

るいは卵巣重 (govaries) 当りの両酵素活性が，化踊

中・後期の場合と比較していちじるしく高い(比活性

で， PFK: 7倍， G6POHase: 6倍〉。すなわち両酵

素活性は卵巣の発育にともなって急激に減少した。

このことは，化婦初期の卵巣では解糖系とベントー

スリン酸経路が強く作動していることを暗示し，さら

に cytochrorneoxidase活性が化踊初期の卵巣ほど高

く，しかも栄養細胞に存在すること(上回， 1961)と

考え合わせると， TCA回路と電子伝達系との関連で

エネルギ一生産が高いことを推論させる。



30 

また糖新生系の調節酵素である fructose-1，6-dip-

hosphatase (FDPase)は， 基質と AMPによって活

性が阻害されるとともに，化嫡中期の卵巣に高い活性

を示すことから，糖新生系の存在とその役割について

検討中である。

2 休眠卵

踊期に血糖より合成蓄積された glycogenは， 産下

後休眠卵あるいは非休眠性の初期卵では主にベントー

スリン酸経路によって分解されると考えられている

(景山・大西， 1971)。そこで休眠卵での glycogenの

分解と再合成の機構を解明する第 1段階として，それ

ぞれの代謝系の調節酵素である PFK，G6PDHase， 

FDPaseの活性変動を調査した。

その結果，景山・大西 (1971)によって前休眠卵，

休眠卵，および初期発育卵では PFKの存在が否定さ

れたが，不安定で高濃度の ATPによって阻害される

PFK活性が確認された。この事実は，休日民卵の gly-

cogen分解がペントースリン酸経路によって主に遂行

されるとL、う実証の一つに PFK活性の不在を上げた

ことを否定する。このことは，休眠卵の PFKの部分

精製によってさらに明確にされるものと考えられる。

また glycogenが再合成される場合， 1) G6PDHase 

の高活性， 2) glycogen量増加と FDPaseの関係， 3) 

還元型補酵素と酸化型補酵素の比(石川， 1966)によ

って，ベントースリン酸経路が糖新生系よりむしろ主

に作動するものと推定される。

HgCl2処理によるウリハムシモドキ卵の休線覚醒

安藤喜一(弘前大・農@昆〉

Y. ANDO : Breaking of diapause in the eggs of the 

false melon beetle， Atrachya menetriesi 

F ALDERMANN， treated with mercurie 

chloride. 

ウリハムシモドキ卵の休眠は，水銀イオンの作用で

覚醒するが，その作用機構を知る手始めとして，卵に

処理した水銀の動態を調べ，また休眠発育の限定要因

は何かについて検討した。

加 HgChの0.125mM水溶液に卵を浸漬し， 卵に吸

着する水銀量とその部位をシンチレーションカウンタ

ーでT線量を測定することによって調べた。溶液中の

水銀は，浸漬時間の経過につれて卵に濃縮されるが，

休眠覚醒に好適な 5分処理では，卵 1個当り 46ng前後

の水銀が検出された。しかし次亜塩素酸ソー夕、で卵殻

を溶かすと，水銀はほとんど全部その溶液中に移り，

除殻卵からは検出できなくなることから，水銀は卵殻

にとどまることがわかる。またミクロオートラジオグ

ラフィ法によっても水銀は卵殻に存在することが確認

された。ただし卵内に全くはいらないと断定すること

はできなかった。すなわち処理7日後の卵内や，ふ化

幼虫に backgroundよりはやや多い放射活性が見られ

た。次に大部分の水銀がなぜ卵殻にとどまるかを知る

ため，卵殻の微細構造を走査型電顕で観察した。卵殻

は内側から非常にち密な内層，小孔のある中層，気孔

を持つ外層，それに涙胞細胞起源ではないと思われる

粘液物質の乾いた層が区別できる。これら 4層のうち

水銀の barrierとして問題になるのは卵殻内層と思わ

れる。本種卵は休眠覚醒後に吸水するが，休眠発育と

吸水とは直接関係ないらしい。しかし N2や CO2の中

で低温処理しても休眠発育は進行しない。また水銀化

合物処理後に N2v;こいれでも同様である。したがって

休眠発育の限定要因はO2と考えられる。

以上の事実から，水銀は卵殻の内層に作用して，

O2の透過性を高めた結果， 休眠覚醒したのではない

かと考えられる。ただ休眠発育のために O2が不可欠

であることから，休眠中も卵殻は何がしかの O2を通

していたと考えなければならないので O2の相対的

透過量が問題ではないかと思われる。

ヒゲナガカワトピケラの神経系形成

宮川幸三(学習院〕

K. MIY AKA W A : On the embryogenesis of the nervous 

system of Stenopsyche griseiPennis 

MACLACHLAN (Trichoptera) 

ヒゲナガカワトピケラの neuroblastは粧が最大体

長に達する頃 (st.5 )，表皮内層の細胞から分化す

る。分化は顎節と胸節で早く，頭部と後腹部ではおそ

L 、。

形成初期の神経系は，他の昆虫の場合と同様に 3

脳節と 3顎神経節と 3胸神経節目又は11腹神経節から

なる一連の系と stomatogastric神経系に区分される。



発生が進むと 3脳節は結合して脳に 3顎神経節は

合徐して食道下神経節に，また腹部後立誌の 2又は3R菱
神経節は癒合して第8腹神経節になる。

成熟鍛では，させl経節閉が開いて，隣接神経節鍔を 1

対の connectiveが結ぶ。 また，腹部後方の神経節は生

じた体節をはなれて前方に移動し，第8線神経費告は第

6~第 7 体節に定着する。

本講演では， ;l議常のように，神経系を脳，腹側神経

系 stomatogastric神経系に分けて耳元扱うことにし，次

の諸点について概要を述べる。

(1) J綾側神経系

neuroblastの数，神経娘細胞の分裂，neuropileの形成，

neuropile背磁の綴抱被覆，末機持経の発生，関誌rile-

mmaの形成と由来， median cordの変化，前胸神経

僚の分泌，細胞(?)，胸部の体節前縁にある絡会組

織(?)

(2) 脳

proto-， deuto-， tritocerebrumの発生経過 1齢

幼虫期まで残る neuroblast.

(め stomatogastric神経系

なお特に，著者により見解が相違する neurilemma

の由来と mediancordの役割に注意してみたい。そ

れらについて演者は現在次のように考えている。

(1) 際 社rilemma.out宅玄関urilenm廷は表震にある

ganglion cellから作られる。 innerneurilemmaも同時

にみとめられるようになるが，それは連続した膜であ

るかどうか不明である。この細胞は背部では median

cordと ganglioncell麗との境界付近にみられる。

(2) median cord.節内の mediancordは神経節形成

に参加する。その一部は commissureも作る? 節間

の mediancordは大部分，前〈後?)の神経節内に

移って gainglioncell となり，…部は，胸部の場合，

絡会怒織の付着点となる。しかし，後退化する傾向を

示す。

HCOg-イオンによるカブトガエの重複阪

伊藤蜜夫・関口晃一〈東京教大・窪・動〉
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T. ITO & K. SEKIGUCHI : The formation of double 

embryos by NaHCOg in the horse-shoe 

crab. 

カプトガユを材料に，形態形成の機構追求の為の実

験系としての奇形を得る為，目玉盤形成期を中心に，細

胞間環境の変更を試みたところ，そのうち，高濃度

NaHCOg Vant' Hoff S.W.によって重複眼が多量に

得られたので，その条件・涼滋を追求した。

阪線出現の時期から半日後に，卵を海水に演すよう

に 2 ・ 3 お 1n当り 5~109程度の NaHCOa を
含んだ Van'tHoff S. W.で処理すると高率で、重複阪

が得られた。

完全型・前方型・後方型の二重隆の他，三議AEや双

尾膝， Budr.IAAとの併用では双頭臨も得られた。

高濃度 NaHCOg Van't Hoff S. W.のうち， 重複

眼形成に有効な因子は NaHCOaであり，そのうち

COg…イオンが有効な事がわかった。炭酸イ公ンは細

胞内代謝をへず，直接膝から Ca++イオンを奪う事に

よって作用するものと思われる。

Ca++を奪われると，匪は細胞解離し，再集合過程

で，結合力が強く，局在する際盤〈予定〉綴総がいく

つかの細胞塊を作り，それぞれが匪に発達する為，重量

複E壬が生ずると考えられた。

以上の結果から，カプトガニの廃盤形成は，局在す

る駐機予定総胞自身の凝集カに依存ずる事が総示され

る。

家蜜卵の腿盤葉期における紫外線照射実験

小林芳弘・滝沢義郎(北大・農・蚕〉

Y. KOBAYASHI & Y. TAKIZAWA : Studi，巴son th巴

邑立1bηronicdevelopm巴ntof the silkworm， 

Bombyx mori L. 1. Effects of ultra 

violet irr冨diationat the blastoderm 

stage. 

産下直後の家蚕卵の紫外線照射により，突然、変兵や

致死が誘発され，その効果は光回復する(吉田1972)。

際形成機構の解析のため種々の時期に紫外線務、射実
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験きと行なった結果，致死率は経盤薬期に近くなるにし

たがい潟くなった。そこで霊長盤棄燃における処理で異

常になった9慢の全体標本を作成し綴察を行なった。

用いた系統は大迭の不休燦郊で，殺議灯27.ドを10e説

ら40~80分罷照射した。

紫外線が照射された織の喜志盤菜総Eきは自主帯形成には

加わらず，その結果として異常な経帯が形成される。

紫外線のあたった紹絡は小さな集滋をつく号，紫外畿

の障警が少い場合札わい少な縦裂した半分の経子に

なる。一方紫外線のあたらなかった側の経盤築総総群

は独自に半分のおi務を形成し，総裂のミド経ができる。

この偽に部分的な縦裂膝も多数観察された。

家議卵は合くからモザイグ的発生をすることが知ら

れている。 i務見(1943)は産主帯形成誌に腹側を部分箆

殺することにより，その部分が欠損した縦裂駐が形成

~れることセ明らかにしている。さらにMIYA (1956) 

は分割;WJ官官に腹側から背側へ遠心力を作汚さぜること

により縦裂粧が形成されることを報告している。とこ

ろが問じ家議室卵の目玉帯に切り込みを入れて分離した部

分から，それぞれ独立した膝子が形成されることを

K双A問混 eta1(1964)は報告している。本実験の結果で

はまだ議緩粧は観察されていない。無処理の卵は皮下

後10~-11認でブ化ずる。産下後12r守需に40分腐処惑し

た卵~12臼悶 lこ関定して観察した結果，縦裂した半分

の頭部，胸股，岡1司3，皮フ毒事からなる股子が見られ

た。このことから普縦裂怒形成の機構と，そこに形成

される器官の関係を検討中である。

犬猿アザミウマの~~H量生

〈東京救大・護・ 7管王子生笑〉

K. HAGA : Ovoviviparity of large thrip呈 (Mega-

thripinae : Thys註nopt告ぬ〉

Thysanopte誌の怒子発生についての知晃は

く，鐙かにむなANIN(874)坑務花殺でト，

織物組織に産卵する ThriPsphysap邸〈アザミウマ

科イrhripidae)について発生の毅絡を記載しているほ

かは，ブラ γスの BOURNIERによる，ハナアザミウ

?類の伊rthenog，君nesis'の研究 (1956)や Ca耳do由

thriPs bu.庁'aiの二次予守器の観察 (1960)などがある

にすぎない。

一方，この類の分類学者たちは，しばしば員長成虫体

内に，発生のi>f，成づf)，.んだ経子がふくまれていること

に気づいており，最初 BAGNALL(1921)によって毅

fきされて以来， JOHN (1923) ， HOOD (1934， 36，38， 

39) ， BOURNIER (1957)らによ・ってs
されている令特にJOBぉ(1923)は'Megathripslati-

悦匁trisの竿を潟譲飼育しているときに，室長卵され

た努設の設け毅よりも幼虫の数の方が多いこ

き 2 語震の平を解剖したところ 8~ 吉コのよく

した症予と，すでに hatchしている幼虫を見出した。

8本に於いては，これに類する綴察の記録は全くな

L 、。

私は1967年来，日本で最も大型のアザミウ吋類

Megathripini 族について，主に分類学的な検討~絞け

てきたが， 昨年 BαctridothriPsbrevitubusの体

内にliE予のあることに気づき，以来，そ予言午にあるアザ

ミウマの標本〈プレパラ{ト約1，500枚〉

一方，上記の種の飼育観察を手がけて来た。

先1り得た次の 6項目について報告しp あわ喰て，あま

つー綬に葱11染みのないアザミウ

介したL、。

(1) あらたに8潟12穫に卵総生の性質があることが

わかった。すでに報告されているものとあわぜてお燐

22種になるが， このうち 14属21種はいずれも Mega-

thripinae亜科に属している。残る 1穫のみがI'hlaeo-

thripin総歪科のものであるが，グダ、アザミウ科Phla官。叩

thripidaeであることは共通している。

(2) 上記 B.brevitubusでの調還までは 1

コの慶子がふくまれているが 1~18コまでさまざまで

ある。しかし，これらはほとんどがよく発途したもの

で，他のステージのものは見られない。これは，

とその後の処理によるものかもしれない。

待問一時慾，同一地点で得られたもののやで，体

内に経予をふくむものの欝合は議高81%で，葉， p誌滋

諸島で得たもののき容が高い。得られる5設の性比から，

季節的な parthenogenesisではないことがわかる。

持母体内での経子の状態は，ほとんどが母体の体

事事に対してやL斜めに， しかし，議後を一致さ4きてい

るが，予雪腹は逆の場合が多い。多くは緩昔話第 I~努~VIl

慾にある，華寺にお方では pterothoraxJ:tに，また，後

方ではVlll， lX節kこlfE子が見られることもある。 I~VI

節の間では左右2列に配置されていることが多い Q



(5) B. brevitubusは正常に産卵し，卵期は室温23
0

~250C で 5 日間である。卵は枯葉の主脈J二に数コ~

数十コかためで産みつけられる。卵殻の上部%に

hexagonal (and pentagonal) な刻紋がついている。体

内の陸子には，この模様は認め難い。しかし，Rhaebo-

thriρs lativentrisでは， はっきり紋のあるぬけ設が

体内に残っている標本があった。

{的卵は炎舟形で，産卵されたものは下部〈底〉が

平らになって繊維様のもので附着している。体内のE王

子(卵〉とは大きさ形ともL、くぶんもがっている。す

なわち，体内町、子は産卵されたものにくらべて，長さ

は短かく，悩は広い。また，下部は球面な為し，上部

はあまりとがらない。

今後は，正常発生を見ていくこと L併行して，卵性

と卵胎性の関係を，いろいろな方向から追究してみた

L 、。

セスジユスリカの生荷量巣の発生におよ{ますuv-~照射の

影響

矢島英雄(苦完成大・理・生〉

H. YAJIMA : Effect of UV -irradiation of Chirono-

rnus dorsalis eggs upon the develop-

ment of gon呂ds.

セスジユスザカの発生初鶏IIIに紫外線照射を行なう

と極綴胞の膝内への取込みが怪止される。この事に関

し，この会及びその他の学会で報告して来たが，今

回，極細胞取込み阻止効果に対し，光回復するかどう

か確かめる爽験を行なったので，それを報命ずる。ま

ず従来の結果をまとめてみると，

1) 極細胞形成後卵をUV-照射すると(1， OOO~ 1， 200 

μwJcm2， 15t1~2') ， 照射卵の70~90%で!湾総胞の

耳元込みが殺1とされる。核移動窓以前の処怒の場合，
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妊の{也の部分の発生には殆んど影響が現われない。

2) 卵部分照射実験より取込み阻止は極細胞の傷容に

よる事が判明，併し，その傷害は同細胞を死に淫ら

しめるほどではなく，数回の分裂は行なわれる。

3) 極細胞形成前後で照射すると細胞が完成後でない

と取込み阻止効果が現われない。つまり形成前，形成

中の照射では滋総総の形成，取込みは甑止されない。

これは潟線路形成中の Oosomぞの分布，行動に関

係すると捻察される。王手い時鶏の照射は Oosome

がUVエネルギ…の効果部位への到達を阻止すると

考えられる。

4) 極細胞取込み限止された陸では gonad形成が行

なわれない。勿論 larvaにも adultにも生娘巣は認め

られない。この結果はショウジョウノミェ(Hathaway

& Selman， '61， Jura ，'57)，コロラドハムシ (Haget，

'53)が云われている生殖上皮の自律分化の総論と

異なる。現在 Ductsyst君m の分化との関係を務査

中である。

5) 照射後際を明・路ー条件で比較飼育し，極細胞取込

み阻止，異常距E形成，フ化異常へ，紫外線効果と光

回復効果を調べた。その結果 1) 異常駐形成・ブ

化阻止は明飼育により改善され，光回復が認められ

たが 2) 桜細胞取込み阻止の UV効果は光閥復

しないことが判った。

これらの給来は取込み盟主効楽器位は核以外におる

と推定さぜる。

ガロアムシの卵

安藤裕(東京教大・理・菅平実)・福島義一(秩父幾

工高〉

H. ANDO & G. FUKUSHIMA : On the eggs of Gαト

loisianα(Grylloblattodea) • 
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談話会各回の記録

〔第 1 田〕

開催地 長野県・菅平(東京教育大学理学部附属菅平高原生物研究所〉

期日 1963年 8 月 10 日 ~11 日

参加者 八木誠政・八木繁美・高見丈夫・後閑暢夫・松崎守夫・矢島英雄・矢島光子・岡田益告

・森 元・海藤是夫・三木淳平・山崎柄根・初見哲三・佐藤恭二郎・安藤裕 (15名〕

日 程 8月10日(土〉午後現地集合，夕刻より懇親会(山崎柄根氏による「奄美諸島採集旅

行談」あり〕

8月11日(日)8 : 30話し合い(会の運営と方針)9 : 20開会挨拶(安藤) 9 : 30~12 

: 30講演(ユスリカの発生の16mm映写あり一矢島一)12:30八木誠政先生の挨拶 12

: 40閉会。昼食後解散

陛話人安藤裕

なお，この第 1回は，昆虫発生学談話会という名称で行なわれ，下記6項目の基本線が

話し合われた。

1. 膝を交えて気軽に話し合える会であること。

2. 年 1回以上の会合を行ない，研究情報の交換に努める。

3. 各自所蔵の昆虫発生学関係の文献一覧表を作成，配布して所蔵文献の流通活用をは

治、る。

4. 将来は節足動物発生の会にしたい。

5. 1940年以降の昆虫発生学関係の文献目録を作ってはどうか。

6. 次年度は伊豆下回の東京教育大学臨海実験所か，群馬県霧積温泉で行なう。

〔第 2 田〕

開催地静岡県・下回(東京教育大学理学部附属下回臨海実験所〕

期日 1966年 5 月 13 日 ~14 日

参加者丘英通・千葉滋男。松崎守夫・山岡景行・矢島英雄・宮慶一郎・音倉真・高見丈夫・

関口晃一・初見哲三・後閑暢夫・北野日出男・近藤昭夫・岡田益音・安藤 裕・橋本碩

椎野季雄・田中正弘・森 元・牧岡俊樹 (20名〕

日 程 5月13日(金) 9 : 00開会の辞(安藤)，挨拶(丘〉の後，講演に入る。 18:00本日

の講演終了。 18:30より懇親会， (昼食時記念撮影〕

5月14日(土) 8 : 30談話会運営について打合わせ後講演2題。 12:00閉会の辞(高

見〕実験所の実習船「あかね号」にて下回湾見学後解散。

世話人安藤裕 ・橋本碩
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参加費 100円

今回より節足動物発生学談話会となる。次年度は東京で5月に行なうこと，節足動物の

発生学的研究の総合研究費を市議してみることなどの打ち合わせがあった o

〔第 3 回〕

関謹地東京都・多摩〈大学セミナーハウス〉

期日 1967年5月13臼'"'-'14日

参加者矢島英雄・松崎守夫・丘英過・岡田益告・関口晃一・海藤是夫・安藤裕・後悶暢夫

高見丈夫・宮慶一郎・栗原守久・阿部禎・坂口文吾・大槻良樹・北野日出男・近藤昭

・海老援都子・牧罷俊鑓，山崎続課・落合盛王宮 (20名〉

日 程 5月13B(土)14: 00 全員到着，直ちにセミナーに入る。夜，懇親会

ら月 14日(日〉午前，午後ともセミナー。昼食時に記念撮影。閉会の挨拶(丘〉

世話人高見丈夫・岡凹益音(代表〉

構会開擦に大震補あり。

会運営等についての話し合い等調，以下の知し。

1. 次回は霧積温泉で聞く。

2. 講演要旨を後日ガリ版刷りにする。

3. 総合研究の申請に関するまとめ投を関口氏にお願いする0

4. 館是動物発生課係の本を作る計露を検討してみる o

〔第 4 回〕

開催地群馬県・霧積(礁氷郡霧積温泉金湯館〉

期日 1968年 5 月 20 日 ~21 日

参加者 安藤裕・後間暢夫・笠井初宏、・北野日出男・近藤昭夫・松本誠治・松崎守夫・

部・森 元 -1主英通・寓思議昔 e大様良樹・関口晃一・谷崎朱美ー矢島英娩・山道

祥部 (16名〉

日 程 5月20日〈土)13: 30開会の辞(後閑〉・挨拶(丘)の後講簡に入り 18:30終了。映画

「オニグモの発少~J (関口〉と「セスジユスリカの正常発生J (矢島)の映写あり。

19: 00より懇親会

5月21B (B) 8 : 30--9 : 20 打ち合わせ。 9: 30--12 : 30 講演。誌評〈主主〉爵会

の辞〈関口〉。接食後、宿の発常用水専の前で記念揮影 13: 30噴解散

世話人後閑暢夫

解散後，一同横川へ下るも，北野氏一人，鼻曲山を越え，長野県小瀬温泉へ向う。野趣

に富んだ山菜はすこぶる好評，また，湯のぬるさか!誠も丘先生に好適で、あった。
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今回は後間!勝夫誌が霧積温泉金湯館と特別なご関係ということで，万絞に豆り，お心の

こもったお世話をいただいた。

打ち合わせ事項。

1. 次留は揺島。

2. 動物学会大会にシンポジウムを申し込むことについて更に案を練る。

3. 会の名称の件， と談話会ミで差し支えないが， 「節足動物発生学シγポジウムJと

しでもよL、0

4. 節足動物の発生に関する教科書執筆の件について相談(森〉。

〔第 5 由〕

開催地福島市高湯撤泉(福島大学山の家〉

謡 13 1969年5月10-11日

参加者 安藤裕・天池司郎・阿部信子・橋本けい子・小林芳弘・近藤昭夫・小柳明男・栗原守

久・牧岡俊樹・蜂谷 剛・松崎守夫‘宮慶一郎・丘英通。大木健市・岡田益音・大村

素子・関口英，戸谷和夫・矢島英雄倉山道祥鰐・八島洋一一・告毘フク子 (22名〉

日 程 5月10臼(オ二)13: 30 福島駅集会 14: 20 山の家到着。 15:00 !閉会の挨拶(補島

大・蜂谷教授〉ひきつ交き講演。 18: 30---19 : 00 打ち合わせ。 19:00-(11日)0 : 

30懇親会5月1113 (日)9: 0十一12:00 講演講演終了後映画「ユスリのカ発生J(矢

島)，総評〈丘〉

世話人松崎守夫

参加費 1，200円

打合わせ事項

1. 次回会場，三重か茨城。

2. 動物学会シンポジウムは半日の予定で[節足動物の発生と系統」というテーマで行

なう。オーガナイザ…は関口氏。

3. 総合研究の申請について。毎年テ{マを決めて全体討論をする。あるいは，各自の

研究の紹介や，テクニユック等についてプリントを持ち寄る。

4. 談話会の要旨は必ず継続して強す。欠席者にも発送する。

本田の懇議会は明治 e 大正湿の活欝で大変な謹り上がりを見た。

〔第 s回〕

開催地三重県・賢鳥(志摩マリンランド及び志摩観光ホテル〕

第 百 1970年5月1613-1713

参加者天池司郎・安藤裕・一政祐輔・丘英通・問国益者・大沼茂子・大木健市・北野日出
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男・栗原守久・近藤昭夫・小林芳弘・椎野季雄・関口晃一・谷村一郎・中村光一郎・平

野朝子・牧岡俊樹・松崎守夫・宮慶一郎・矢島英雄・山本 忠・音倉真・音田フク

子 (23名〉

日 程 5月16日(土)13 : 00~17 : 00 講演 17:00より総会。 19:00 懇親会。

5月17日(日) 9 : 00 志摩マリンランドにて記念撮影，ひきつ父き同館見学。 10:00 

~12 : 30 講演。終了後希望者は外輪船にてアゴ湾内遊覧。 14:00 解散

世話人推野季雄

参加費 1，200円(宿泊費のみ。懇親会は志摩マリンランドの御厚志によった。写真代は前年度

よりの繰越金を充当〉

次年度は水戸で開催と決定。今回は，志摩マリシランド‘館長に就任された椎野季雄氏の

御好意によって，誠に豪華な談話会であった。

〔第 7 回〕

開催地茨城県・水戸(茨城県立教育研修センター〉

期 日 1971年 5月15日一←ー16日

参加者天池司郎・相原宏・安藤裕・丘英通・岡田益音・一政祐輔・栗原守久・後関暢夫

近藤昭夫・小林芳弘・関口晃一・高見丈夫・牧岡俊樹・松崎守夫・宮慶一郎・矢島英雄

山本道雄・谷村一郎・中村光一郎・山崎柄根・成見和総・岩田正夫・宮川幸三・秋山治

代・谷本さとみ@三浦明子・谷津ルミ・香川政昭・ )1¥村真一・勝沼英一・菊谷 一 (31

名〕

日 程 5月15日(土)13: 00~16 : 30 講演 19:00 懇親会。

5月16日(日) 9 : 00 総会。 ひきつ 3ごき講演 12: 30 終了

世話人矢島英雄

参加費 2，200円

次回は東京農大富士農場と内定。今回は会発足以来の盛況であった。会場となったセン

ターの岩田正夫研究員に多大の御援助をいた立いた。

〔第 8 回〕

開催地静岡県@朝霧高原(東京農業大学農場富土分場〉

期 日 1972年5月13日-14日

参加者 天池司郎・安藤裕・後閑暢夫・北野日出男・近藤昭夫・栗原守久・牧岡俊樹・松崎守

夫・宮慶一郎・宮)1¥幸三・中村光一郎・丘 英通・大木健市・関口晃一・谷村一郎・田

中正弘@矢島英雄・山道祥郎・谷本さとみ・杉田博昭・高岡 実 (21名)

日 程 5月13日(土) 9 : 30 渋谷駅ミハチ公ミ前集合，農大スクールパスにて現地に向う。

13 : 00~17 : 30 講演夜，懇親会。
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5月14日(日) 9: 00-12 : 30 講演 13: 30 解散

世話人後閑暢夫

参加費 2，000円

わらぶきの素朴な会場で¥，、かにもと合宿ミの感があった。夜は農大昆虫学研究室の学

生諸君の活躍で，素晴らしい懇親会となった。しかし，悪天候の為，富士の秀嶺を仰ぐ

ことができず残念であった。次回は岩手大の担当と内定。

[第 9 回〕

開催地岩手県・八幡平(岩手郡松尾村・八幡平ハイツ)

期 日 1973年5月11日-12日

参加者安達仁・安藤喜一・安藤裕・伊藤富夫・大木健市・栗原守久・小林芳弘・鈴木幸一

関口晃一・谷村一郎・玉沢享・中村光一郎・芳賀和夫・橋元進・松崎守夫・宮慶一

郎・宮川幸三・柳沼利信・矢島英雄・音田フク子 (20名〉

日 程 5月11日(金) 9 : 00 盛岡駅集合。 10:00 八幡平ハイツ着。 10:30 より講演 12 

: 00-13: 00 昼食休憩 13 : 00-'---15 : 00 講演 15 : 00-15 : 30 休憩(茶菓) 15 

: 30-18: 00 講演 18: 30 より挨拶，自己紹介，懇親会

5月12日(土〉朝食時に総会， 9: 00玄関前にて記念撮影後，見学に向う。松川地熱発

電所，虹鱒養殖所など，昼食後解散。

世話人宮慶一郎，栗原守久

参加費 3，000円

早春の八幡平はまだ風も冷たく，聞きはじめたミズパ、ンョウの大群落が印象的で、あった。

ミ常連ミの丘先生が御都合でお見えになられなかったことはいささか淋しい事であった。

次回は第10回を迎えることになり，本会発足の地，菅平で記念大会を催すことになった。

また，この機会に講演要旨集も印刷することなどが話し合われた。
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後 記

節足動物発生学談話会は発足から12年が経ち、今年の 5月には、この会誕生の地 菅平で第10

回の談話会を聞くことになった。これを記念して、過去9回の講演要旨と会記をまとめて印刷す

ることにし、このような形の冊子が出来上がった。

内容を御覧いた父けば判る通り、講演題数は百に垂んとし、後に論文として発表されたもの数

十編に及んでいる。

この間、会員の精進で会の基礎も固まり、徐々にではあるが着実に発展してきている反面、当

然のことであろうが会員の年令層が高くなってきた。これからも年毎に新進気鋭の士が参加し、

新風を吹き込み、益々この会を盛り上げてくれることを望みたい。

また、第10回を迎えるに当り、この辺で脱皮して internationalな会にしていってはどうだろ

うか。世界的にみても研究人口の少ない分野なので、是非そうありたいものである。

なお、この会の長老 丘英通先生からメッセージを戴けたことを深く感謝する。

公表論文の収載は、宮慶一郎氏の提案によるものであるが、時日の関係で甚だ不完全なものに

なってしまったことをお詫びする。

昭和49年春3月 菅平にて

安藤 裕・芳賀和夫
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